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ゆでたてのカニや新湊漁港で水揚げされたキトキトの魚を
楽しめる新湊カニかに海鮮まつりが１１月１９日、新湊漁港で
開かれ、新鮮な魚介類を求める多くの人で賑わいました。
会場では、テレビでおなじみの魚博士「さかなクン」のト

ークショーが行われたほか、かに鍋や焼きガニ、お寿司の販
売が行われ、来場者は新鮮な海の幸をほおばり舌鼓を打って
いました。

― 新湊カニかに海鮮まつり ―
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市
で
は
、
現
在
「
総
合
計
画
」

の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
計
画
策
定
に
当
た
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
現
在
の
「
射
水

市
」
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
か
、
ま
た
、
将
来
の
「
射
水

市
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
な
ど
を
把
握
し
、
今

後
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
本
年
７
月
に
市
民
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
の
調
査
で
は
、
一
般
調
査

（
市
内
に
居
住
す
る
１８
歳
以
上

の
市
民
）、
若
者
調
査
（
市
内
に

居
住
す
る
中
学
２
年
生
と
高
校

２
年
生
）、
事
業
所
調
査
（
射

水
市
内
に
所
在
す
る
事
業
所
）

に
分
類
し
て
行
い
ま
し
た
。
一

般
調
査
、
若
者
調
査
の
結
果
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ：

http://w
w
w
.city.im

izu.
toyam

a.jp/top.aspx

●調査の対象
射水市内に居住する１８歳

以上の市民から無作為抽出
された５,０００人

●回収数・回収率
配布した５,０００人のうち、

３,０４６人より回答があり、
回収率は６０.９％

問
合
せ
先

■調査の概要

●性　別

●今後も射水市に住み続けたいですか？

●射水市に住み続けたい理由は何ですか？（２つ選択）＊選択項目上位５つを表示

●射水市以外に引っ越したい理由は何ですか？（２つ選択）＊選択項目上位５つを表示

●年　齢 ●居住地区

■回答者の属性

●射水市の住み心地はどうですか？

■現状における射水市の定住意向

●
射
水
市
内
に
居
住
す
る
中
学
２
年
生
と
高
校
２
年
生
合
計
１
、７
３
９
人
を
対

象
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。（
回
収
率
７４
・
１
％
）

●「
あ
な
た
は
射
水
市
が
好
き
で
す
か
？
」と
の
質
問
に
対
し
、「
好
き（
１９
・
１
％
）」、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
（
３９
・
０
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
嫌
い
（
１２
・

８
％
）」、「
嫌
い
（
５.６
％
）」、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
（
２３
・
５
％
）」
と
の
回

答
を
得
ま
し
た
。

●
射
水
市
が
好
き
な
理
由
に
つ
い
て
、「
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
あ
り
、
好
き
だ
か

ら
（
５３
・
０
％
）」
が
過
半
数
を
超
え
、
他
に
は
「
自
然
が
豊
か
だ
か
ら
（
１２
・

５
％
）」、「
犯
罪
が
少
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
ら
（
１２
・
０
％
）」
な
ど

が
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
射
水
市
が
嫌
い
な
理
由
と
し
て
、「
買
い
物

が
不
便
だ
か
ら
（
２９
・
０
％
）」、「
愛
着
が
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
（
１６
・
７
％
）」、

「
交
通
が
不
便
だ
か
ら
（
１０
・

４
％
）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

●「
射
水
市
の
自
慢
で
き
る
も
の
、

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
残
し
て

い
き
た
い
も
の
は
何
で
す

か
？
」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
海
・
山
・
庄
川
な
ど
の
豊
か

な
自
然
（
１９
・
９
％
）」、「
曳

山
ま
つ
り
、
獅
子
舞
の
よ
う

な
昔
か
ら
続
く
ま
つ
り

（
１５
・
１
％
）」、「
海
王
丸
パ
ー

ク
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
の
よ
う

な
公
園
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
（
１３
・
５
％
）」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
（
小
杉
庁
舎
）

５７
ー
１
６
２
３

射水市の住み心地について、住み
良いと感じている市民が７３.５％を
占めることから、かなり住みやす
い地域だということがわかります。
また「今後も射水市に住みたいで
すか」との問いについても、住み
続けたいとする市民は８０.２％を占
めています。その理由として、ふ
るさとに対するなじみや愛着、現
在の住宅環境、自然環境などへの
満足に対する割合が高くなってい
ます。一方で、市外へ転出したい
との理由については、買い物、医
療、交通などの日常生活に不便を
感じていることの割合が高くなっ
ています。

住み心地について、年代別にみる
と、とても住み良いとの回答は１０代、
３０代で他の年代を上回っており、一
方で、住みにくいとの回答は、２０代、
３０代で他の年代より高くなっていま
す。また、居住地区別の回答では、
とても住み良いとの回答は小杉地区、
大島地区で他地区よりも高くなって
います。

年代別・居住地区別状況
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満足度�

重要度�

満足度�

重要度�

満足度�

重要度�

高齢者に対する福祉対策�

宅地開発や住宅施策の充実�

小・中学校・高校などの学校教育の充実� 行事、イベントなど市民の交流機会の提供�

市民活動や�
ボランティア活動�
などの支援�

農林水産業の振興�

建設・土木・�
製造業の振興�

商店街の�
にぎわい�

身近な日用雑貨�
なども取り扱う小規模商店の立地�

買い物、飲食が�
楽しめる�
商業施設の整備�

幹線道路（国・県道�
など）の整備�

保育サービス、�
子育て支援などの�
児童福祉対策�

母子、父子家庭に対する福祉対策　�

医療機関・�
体制の充実�

職場の�
福利厚生� 障害者（児）に�

対する�
福祉対策�

森林・川・海などの自然環境の保全�

上下水道などの�
生活環境の整備�

防犯対策への�
取組�

交通安全対策への取組�

ごみ減量化や�
リサイクルなど�
環境への取組�

地震や水害に対する�
防災体制づくり�

火災や急病発生時�
などの、救急・�
救命体制の整備�

バリアフリー�
への対策�

市街地と農村部�
境界などの環境保全�

生活道路（市道�
など）の整備�

冬季における道路�
交通の安全性・利便性�

公共交通（鉄道・バス）の利便性�

自転車や歩行者�
などの交通の安全性�

公園・緑地の�
数や整備�

ケーブルテレビなどの�
情報通信網の整備�

観光やレクリエー�
ション拠点の充実�
や周辺の整備�

小学生・中学生�
の通学対策�

大学や高専など�
高等教育機関と�
の交流・連帯�

スポーツやレクリエーション�
施設の整備�

美術館・博物館などの�
文化施設の整備�

各種カルチャー�
教室の開催�

パソコン講習会や体力�
づくり教室などの各種�
講習会･教室の開催�

男女共同参画�
社会への対応�

国際交流の推進�
など国際化への�
対応�

市政に関する�
情報の提供や充実�公共施設の利活用�

住民が�
まちづくりに�
かかわる機会�

公民館など地域拠点�
となる施設の整備や、�
そこを拠点とした�
市民活動の支援�

市のイメージアップや�
ＰＲ活動�
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9.4
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●将来の射水市はどんなイメージですか？（３つ選択）＊選択項目上位５つを表示

■将来のまちづくりへの要望

図中のグラフは、満足度と重要度の差の水準をはかるため、図中の項目に対し、満足度については「満足」、
「どちらかといえば満足」、「どちらかといえば不満」、「不満」、重要度については「重要」、「どちらかといえば
重要」、「どちらかといえば重要でない」、「重要でない」の回答から重み付けを行い、指標化したものです。

■現状の射水市への満足度と今後の施策の重要度

◆福祉対策

◆都市基盤や行政サービス

◆教育・生涯学習

◆安心安全な生活環境

◆産　業

◆市民活動・行政運営

▲重要度の指数が高く、満足度の指数が低いというように、差が大きい項目ほど市民の皆さんが今後の重点的
な取組を望んでいる事項であると考えられます。

射水市の将来のイメージとしては、
福祉、自然、安全とゆとり、健康
づくりに対する施策が充実してい
るまちをイメージする割合が高く
なっています。

●現在の市庁舎の分庁舎方式について、今後どうすればよいと考えますか？

＊選択項目上位５つを表示

●射水市において重点的に取り組んでほしいことは何ですか？（重点順位を第１位から第３位として、３つ選択）

「新庁舎をつくるが分庁舎も存続
させる」、「新庁舎をつくり、一か所
で用事がすむようにする」との回
答が合わせて５８.４％であり、約６
割の人たちが新庁舎を要望する結
果となっています。

▲将来のイメージについて、年代別にみると１０代、２０代では「自然環境や景観を大切にし、自然と共生するま
ち」、３０代では「保育園、幼稚園、教育機関が充実し、子どもたちが地域で健全に育つまち」、４０代では「交
通事故や犯罪、災害のない、安全でゆとりのあるまち」、５０代以上では「すべての人が安心して暮らせる福祉
のまち」の回答が最も多くなっています。

各重点順位の上位３つが
同じ項目となっているこ
とから、「むだを省いた
行政運営」、「健康保険や
医療体制の充実」、「高齢
者・障害者・児童の福祉
対策」に対する要望が強
いことがうかがえます。

こ
の
調
査
結
果
は
、
射
水
市
総
合
計

画
策
定
に
当
た
り
、
貴
重
な
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
結
果

の
詳
細
に
つ
い
て
は
企
画
政
策
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
み
な

さ
ん
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

１　　　位 ２　　　位 ３　　　位

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０歳以上

重点順位　第１位 （%）

むだを省いた行政運
営を推進する

２５.５

重点順位　第２位 （%）

健康保険や医療体制
の充実を図る

２０.３

重点順位　第３位 （%）

むだを省いた行政運
営を推進する

１５.９

高齢者・障害者・児童の
福祉対策に取り組む

２１.１
高齢者・障害者・児童の
福祉対策に取り組む

１７.８
健康保険や医療体制
の充実を図る

１１.９

健康保険や医療体制
の充実を図る

１１.６
むだを省いた行政運
営を推進する

１３.１
高齢者・障害者・児童の
福祉対策に取り組む

１１.３

少子化対策に取り組
む

９.３
商店街の活性化や地
場産業の推進など、
商工業の振興を図る

１０.５
富山市や高岡市など、射
水市の周辺市町村との広
域的な連携を強化する

１０.８

学校教育の内容や教
育施設の充実を図る

８.０
少子化対策に取り組
む

９.７
商店街の活性化や地
場産業の推進など、
商工業の振興を図る

１０.６

自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち
自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち
保育園、幼稚園、教育機関が充実し、
子どもたちが地域で健全に育つまち
交通事故や犯罪、災害のない、安全
でゆとりのあるまち
すべての人が安心して暮らせる福祉
のまち
すべての人が安心して暮らせる福祉
のまち
すべての人が安心して暮らせる福祉
のまち

交通事故や犯罪、災害のない、安全
でゆとりのあるまち
交通事故や犯罪、災害のない、安全
でゆとりのあるまち
交通事故や犯罪、災害のない、安全
でゆとりのあるまち
すべての人が安心して暮らせる福祉
のまち
自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち
医療体制と健康づくり対策が充実し
た健康のまち
医療体制と健康づくり対策が充実し
た健康のまち

すべての人が安心して暮らせる福祉
のまち
保育園、幼稚園、教育機関が充実し、
子どもたちが地域で健全に育つまち
自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち
自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち
医療体制と健康づくり対策が充実し
た健康のまち
自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち
自然環境や景観を大切にし、自然と
共生するまち

射水市の将来イメージについて、「自然との共生」がすべての年代において上位３位に
入っており、年代を超えて根強くイメージされています。また、２０代、３０代では「子ど
もが地域で健全に育つまち」との回答が多く、父親、母親世代の要望が反映された形と
なっているようです。また、５０代以上では福祉や医療体制の充実したまちが強くイメー
ジされており、年代によって特徴が表れています。
また、重点的に取り組んでほしい事項についても、「健康保険や医療体制の充実」、「高

齢者・障害者・児童の福祉対策」に対する要望が多く、射水市の将来イメージと要望が
重なっていることがうかがえます。
市庁舎の建設については、年代別、居住地区別にみても、新庁舎を要望する声が多く

なっています。

年代別・居住地区別状況



歳出決算額　224億2,152万円� 歳入決算額　234億5,806万円�

個人市民税�
15億4,551万円�

固定資産税�
30億7839万円�

個人市民税�
15億4,551万円�

法人市民税�
6億5915万円�

固定資産税�
30億7839万円�

軽自動車税�
377万円�

市たばこ税�
2億1973万円�

入湯税�
225万円�

諸支出金�
10億1,489万円�
4.5％�

公債費�
23億3,339万円�

10.4％�

教育費�
58億6,111万円�
26.1％�

土木費�
28億1,574万円�
12.6％�

民生費�
36億3,808万円�
16.2％�

総務費�
41億9,413万円�
18.7％�

公債費�
23億3,339万円�

10.4％�

教育費�
58億6,111万円�
26.1％�

消防費�
5億0,569万円�
2.3％�

土木費�
28億1,574万円�
12.6％�

商工費�
2億2,935万円�
1.0％�

農林水産業費�
6億3,707万円�
2.9％�
�

衛生費�
10億3,972万円�
4.6％�

民生費�
36億3,808万円�
16.2％�

総務費�
41億9,413万円�
18.7％�

議会費�
1億4,456万円�
0.7％�

労働費　401万円　0.0％�

災害復旧費　378万円　0.0％�

市債�
56億9,470万円�
24.3％�

国県支出金�
41億8,482万円�
17.8％�

地方交付税�
30億7,714万円�
13.1％�

諸収入�
25億2,737万円�
10.8％�

市税�
55億0,880万円�
23.5％�市債�

56億9,470万円�
24.3％�

国県支出金�
41億8,482万円�
17.8％�

地方交付税�
30億7,714万円�
13.1％�

地方譲与税�
4億8,583万円�
2.1％�

税交付金等�
6億8,931万円�
2.9％�

その他�
7億8,987万円�
3.4％�

諸収入�
25億2,737万円�
10.8％�

繰入金�
5億0,022万円�
2.1％�

市税�
55億0,880万円�
23.5％�

依存財源とは�
国や県の意思により�
定められた額を交付�
されたり、割り当て�
られたりする財源�

自主財源とは�
市が自主的に�
収入できる財源�

依存財源�
60.2％�

自主財源�
39.8％�

依存財源�
60.2％�

自主財源�
39.8％�

平成１７年度�

決算�
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平成１７年度射水市の決算状況についてお知らせし

ます。なお、今回の決算は合併に伴い、平成１７年１１

月１日から平成１８年３月３１日までのものとなってお

ります。（※通常、市の会計年度は４月１日から３月

３１日まで）

平成１７年度一般会計の決算は、歳入総額
が２３４億５,８０６万円、歳出総額が２２４億２,１５２
万円で差引額は１０億３,６５４万円となりまし
た。このうち、翌年度に繰り越す事業に充
てる財源３億５,７８７万円を差し引いた実質収
支は６億７,８６７万円の黒字となりました。

■射水市誕生記念式典開催費
■電算システム整備費
■射水市長選挙及び市議会議員選挙費
■老人福祉施設整備事業費
■道路新設改良費
■除雪対策費
■市街地整備費（新湊・小杉地区）
■南郷丘陵地域整備費
■太閤山小学校整備費
■大門小学校整備費
■大門わかば幼稚園整備費
■大江公民館整備費
■櫛田公民館整備費

７１３万円
９億　,７３１万円
５,１８９万円

１億　,１１０万円
５億５,９５３万円
３億１,９９５万円
２億９,６２４万円
５,９９１万円

１７億１,４７８万円
１７億１,７３２万円
５億１,５７７万円
２億４,８８１万円
１億　,７８９万円

企業会計

主な事業

一般会計の概要

会　計　名 収入 支出

水道事業会計
収益的 1,043,981 958,809

691,968
1,596,933
163,523

398,882
1,429,304
69,538

病院事業会計

資本的
収益的
資本的

会　計　名

ケーブルテレビ事業特別会計
公共用地先行取得事業特別会計
国民健康保険事業特別会計
老人保健医療事業特別会計
墓 苑 事 業 特 別 会 計
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計
企業団地造成事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
農業集落排水事業特別会計

歳入総額
Ａ

233,646
116,704

3,947,635
3,977,130
29,697

2,842,410
15,883

4,756,211
235,198

歳出総額
Ｂ

220,808

歳入歳出差引額
Ｃ

（Ａ－Ｂ）

12,838

翌年度へ繰り
越すべき財源

Ｄ

0

実質収支額

（Ｃ－Ｄ）

12,838
116,640 64 0 64

3,585,239 362,396 0 362,396
3,955,313 21,817 0 21,817
26,766 2,931 0 2,931

2,759,792 82,618 0 82,618
15,864 19 0 19

4,595,091 161,120 98,176 62,944
230,584 4,614 0 4,614

特別会計

市税の内訳

区　　　　分
歳 入 総 額 �
歳 出 総 額 �
歳 入 歳 出 差 引 �＝（�－�）
翌年度へ繰り越すべき財源 �
実 質 収 支 （�－�）

金　　額
23,458,058
22,421,515
1,036,543
357,875
678,668

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

太閤山小学校

大門小学校



市 税 �
（５４.６％）�

民 生 費 �
（４４.６％）�

土 木 費 �
（３７.９％）�

公 債 費 �
（３４.８％）�

総 務 費 �
（３８.４％）�

教 育 費 �
（３８.３％）�

衛 生 費 �
（４４.８％）�

商 工 費 �

消 防 費 �
（４０.３％）�

そ の 他 �
（３７.７％）�

地方交付税�
（５９.１％）�

市 債 �
（１.７％）�

国・県支出金�
（１８.７％）�

地方譲与税・�
交 付 金 � （５２.５％）�

分担金及び�
負 担 金 � （３９.４％）�

使用料及び�
手 数 料 � （４９.４％）�

繰 入 金 �
（１０.０％）�

そ の 他 �
（３９.６％）�

（７４.６％）�

１２５億６６８万円�

６８億２,２６９万円�

８７億５,７３３万円�

５８億６,６４３万円�

４７億７,６８９万円�

４６億４,７６０万円�

４５億４,６２１万円�

２４億３,５０５万円�

１８億１,４３２万円�

１３億４,０１３万円�

１６億８,７３２万円�

７０億５,４８７万円�

４１億６,６１６万円�

３７億７,３３０万円�

６,５７０万円�

３１億６６６万円�

２８億８,４４４万円�

７億４,８５８万円�

６億６,５０８万円�

２０億９,３９４万円�

２億８４８万円�

３０億３,７７３万円�

５億８,１６０万円�

１５億１,３４０万円�

２億９,４９８万円�

３億２,８７８万円�

１２億２６９万円�

３９億１７１万円�

２２億２,０６３万円�

１６億６,０７０万円�

１７億８,５１４万円�

１７億４,２０７万円�

１０億９,２０６万円�

１３億５,２７０万円�

５億４,０５９万円�

６億３,６１３万円�

１２５億６６８万円�

６８億２,２６９万円�

８７億５,７３３万円�

５８億６,６４３万円�

４７億７,６８９万円�

４６億４,７６０万円�

４５億４,６２１万円�

２４億３,５０５万円�

１８億１,４３２万円�

１３億４,０１３万円�

１６億８,７３２万円�

７０億５,４８７万円�

４１億６,６１６万円�

３７億７,３３０万円�

６,５７０万円�

３１億６６６万円�

２８億８,４４４万円�

７億４,８５８万円�

６億６,５０８万円�

２０億９,３９４万円�

２億８４８万円�

３０億３,７７３万円�

５億８,１６０万円�

１５億１,３４０万円�

２億９,４９８万円�

３億２,８７８万円�

１２億２６９万円�

３９億１７１万円�

２２億２,０６３万円�

１６億６,０７０万円�

１７億８,５１４万円�

１７億４,２０７万円�

１０億９,２０６万円�

１３億５,２７０万円�

５億４,０５９万円�

６億３,６１３万円�

◆歳入の内訳� ◆歳出の内訳�

歳 入 合 計�

歳 出 合 計�

予 算 現 額 �
収 入 済 額 �
収 入 率 �

３５８億７,１２８万円�
１５１億８,４４８万円�

４２.３％�

予 算 現 額 �
支 出 済 額 �
支 出 率 �

３５８億７,１２８万円�
１４９億３,１７３万円�

４１.６％�

歳入・歳出の内訳は、�
次の数字を表しています。�

上段：予算現額�
下段：収入済額又は支出済額�
（　）内：収入率又は支出率�

市 の 財 政 状 況�市 の 財 政 状 況�

広報�2006.12 8広報� 2006.129

水道事業の概要（4月1日～9月30日）

◆業務概況

◆予算執行状況

給水区域内人口
給水人口
普及率
給水栓数
総配水量
総有収水量
有収率
一日最大配水量

９６,６４０人
９５,２７１人
９８.６％

３３,０７２栓
６,１２４,１４７ｍ　　3

５,５８７,１７３ｍ　　3

９１.２％
４０,０６８ｍ　　3

区　　分

水道事業収益

水道事業費用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

予 算 額

２４億１,４３２万円

２３億５,９０７万円

４億６,２０７万円

１４億３,２２０万円

執 行 額

１２億３,２９５万円

１０億５,８６４万円

６,３６３万円

６億 ８９２万円

◆長期借入金

区　　　　分

一 般 会 計

現　在　高

４４３億８,１２０万円

ケーブルテレビ事業 ７億１,０６３万円

公共用地先行取得事業 １,９１５万円

墓 苑 事 業 ９,２１５万円

企 業 団 地 造 成 事 業 １３億６,５５０万円

下 水 道 事 業 ３５３億２,９５７万円

農 業 集 落 排 水 事 業 ３５億６,５０４万円

合 計 ８５４億６,３２４万円

◆一時借入金

区　　　　分

一 般 会 計

現　在　高

１１億円

◆土地と建物

土　　地

行 政 財 産 ２,５６５千㎡

建　　物

３９０千㎡

普 通 財 産 ３７５千㎡ ３３千㎡

◆有価証券 ３億２,１３８万円

◆基金残高 ４６億７,７３２万円

区　　　分

普　通　税

予　算　額

１２４億９,９５６万円

調　定　額
（Ａ）

１２５億５,８４７万円

収 入 済 額
（Ｂ）

６８億２,１０３万円

徴 収 率
（Ｂ）／（Ａ）

５４.３％

構 成 比

９９.９％

市 民 税 ４９億２,５７７万円 ４５億８,０８９万円 ２４億２,３０９万円 ５２.９％ ３５.５％

固 定 資 産 税 ６８億３,８４２万円 ７５億１,１６７万円 ４０億　 ７万円 ５３.３％ ５８.６％

軽 自 動 車 税 １億６,２７９万円 １億８,３１５万円 １億６,４８１万円 ９０.０％ ２.４％

市 た ば こ 税 ５億７,２５８万円 ２億８,２７６万円 ２億３,３０６万円 ８２.４％ ３.４％

目　的　税 ７１２万円 ２００万円 １６６万円 ８３.４％ ０.１％

入 湯 税 ７１２万円 ２００万円 １６６万円 ８３.４％ ０.１％

合 計 １２５億６６８万円 １２５億６,０４６万円 ６８億２,２６９万円 ５４.３％ １００.０％

４９.０％

区　　　　分

ケーブルテレビ事業

予　算　額

３億８,２８６万円 １億５,４８１万円

歳　　入

収入済額 収入率

歳　　出

支出済額 支出率

４０.４％ １億１,０９０万円 ２９.０％

公共用地先行取得事業 ４億 ６１６万円 １,５６３万円 ３.８％ ２２２万円 ０.５％

国 民 健 康 保 険 事 業 ８１億７,８８１万円 ２７億６,７３９万円 ３３.８％ ３０億９,２１０万円 ３７.８％

老 人 保 健 医 療 事 業 ８４億４,１６０万円 ３７億６,５６９万円 ４４.６％ ３７億６,２１８万円 ４４.６％

墓 苑 事 業 ９,４５２万円 １,３９６万円 １４.８％ ５１３万円 ５.４％

介 護 保 険 事 業 ６２億 ３１万円 ２９億５,８９３万円 ４７.７％ ２３億９,３３９万円 ３８.６％

企 業 団 地 造 成 事 業 １億８,８５０万円 １億５,１３０万円 ８０.３％ １億５,６３２万円 ８２.９％

下 水 道 事 業 ６４億１,８３８万円 １７億９,０１２万円 ２７.９％ ２２億５,６６６万円 ３５.２％

農 業 集 落 排 水 事 業 ３億８,８６８万円 １億７,８９５万円 ４６.０％ １億９,０４３万円

一般会計の予算執行状況

病院事業の概要（4月1日～9月30日）

◆診療科目（14科）

◆予算執行状況

内科、循環器科、外科、整形外科、小児科、
眼科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、
耳鼻いんこう科、歯科口腔外科、麻酔科、
放射線科

◆病床数
２００床（一般病床１９５床、結核病床５床）

◆患者数
入院患者数（延べ）３２,３２９人
外来患者数（延べ）６９,５４２人

区　　分

病院事業収益

病院事業費用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

予 算 額

３５億６,０７１万円

３５億６,０７１万円

４億６,５１４万円

５億７,１０１万円

執 行 額

１６億７,４６２万円

１７億９,３３６万円

１億７,０００万円

１億５,０８２万円

市は、条例に基づき、年２回財政状況を皆さんにお知らせすることになっています。
今回は、平成１８年度上半期の財政状況をお知らせします。（平成１８年９月３０日現在）

※支出済額が収入済額を超えている会計の不足額については、各会計間の資金流用で対応しています。

※予算現額、収入済額及び支出済額には、平成１７年度からの繰越額を含みます。

１２５億６６８万円�

６８億２,２６９万円�

８７億５,７３３万円�

５８億６,６４３万円�

４７億７,６８９万円�

４６億４,７６０万円�

４５億４,６２１万円�

２４億３,５０５万円�

１８億１,４３２万円�

１３億４,０１３万円�

１６億８,７３２万円�

７０億５,４８７万円�

４１億６,６１６万円�

３７億７,３３０万円�

６,５７０万円�

３１億６６６万円�

２８億８,４４４万円�

７億４,８５８万円�

６億６,５０８万円�

２０億９,３９４万円�

２億８４８万円�

３０億３,７７３万円�

５億８,１６０万円�

１５億１,３４０万円�

２億９,４９８万円�

３億２,８７８万円�

１２億２６９万円�

３９億１７１万円�

２２億２,０６３万円�

１６億６,０７０万円�

１７億８,５１４万円�

１７億４,２０７万円�

１０億９,２０６万円�

１３億５,２７０万円�

５億４,０５９万円�

６億３,６１３万円�

平成18年度上半期�

市 の 財 政 状 況�市 の 財 政 状 況�市 の 財 政 状 況�

１２５億６６８万円�

６８億２,２６９万円�

８７億５,７３３万円�

５８億６,６４３万円�

４７億７,６８９万円�

４６億４,７６０万円�

４５億４,６２１万円�

２４億３,５０５万円�

１８億１,４３２万円�

１３億４,０１３万円�

１６億８,７３２万円�

７０億５,４８７万円�

４１億６,６１６万円�

３７億７,３３０万円�

６,５７０万円�

３１億６６６万円�

２８億８,４４４万円�

７億４,８５８万円�

６億６,５０８万円�

２０億９,３９４万円�

２億８４８万円�

３０億３,７７３万円�

５億８,１６０万円�

１５億１,３４０万円�

２億９,４９８万円�

３億２,８７８万円�

１２億２６９万円�

３９億１７１万円�

２２億２,０６３万円�

１６億６,０７０万円�

１７億８,５１４万円�

１７億４,２０７万円�

１０億９,２０６万円�

１３億５,２７０万円�

５億４,０５９万円�

６億３,６１３万円�

市 の 財 政 状 況�市 の 財 政 状 況�

特別会計の予算執行状況

市税の状況

借入金の状況 財産の状況

企業会計の状況



野
口
　
幸
憲
（
加
茂
中
部
）

農
業
委
員
と
し
て
農
業
の
振

興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

荒
木
　
輝
夫
（
松
木
）

新
湊
商
工
会
議
所
役
員
及
び
議

員
と
し
て
商
工
業
の
発
展
と
地
域

振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

西
谷
　
義
人
（
中
新
湊
）

新
湊
商
店
連
合
会
役
員
と
し
て

業
界
の
指
導
育
成
と
地
域
経
済
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
湊
漁
業
協
同
組
合

小
学
生
へ
の
カ
ニ
給
食
の
提

供
、
新
湊
の
さ
か
な
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
漁
場
環
境
の
改
善
な
ど
の
取

組
を
通
じ
、
漁
業
の
発
展
と
地
域

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
池
　
真
理
子
（
大
門
新
）

第
３９
回
全
日
本
女
子
弓
道
選
手

権
大
会
（
個
人
）、
第
６１
回
国
民

体
育
大
会
（
団
体
）、
第
５７
回
全

日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
（
個
人
）

に
お
い
て
３
冠
を
達
成
し
、
市
民

に
感
動
と
元
気
を
与
え
ま
し
た
。

富
山
県
立
小
杉
高
等
学
校

女
子
柔
道
部

第
８０
回
金
鷲
旗
全
国
高
等
学
校

柔
道
大
会
、
平
成
１８
年
度
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
柔
道
競
技

の
両
大
会
に
お
い
て
優
勝
し
、
市

民
に
感
動
と
元
気
を
与
え
ま
し

た
。

富
山
県
立
小
杉
高
等
学
校

男
子
柔
道
部

平
成
１８
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
柔
道
競
技
に
お
い
て

準
優
勝
し
、
市
民
に
感
動
と
元
気

を
与
え
ま
し
た
。
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呉
松
　
福
一
（
南
太
閤
山
）

旧
小
杉
町
議
会
議
員
及
び
射
水

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
や
地
域

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
黒
　
勝
三
郎
（
戸
破
）

旧
小
杉
町
議
会
議
員
及
び
射
水

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
や
地
域

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
堀
　
大
輔
（
上
野
）

旧
小
杉
町
議
会
議
員
及
び
射
水

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
や
地
域

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
本
　
二
三
男
（
太
閤
山
）

旧
小
杉
町
議
会
議
員
及
び
射
水

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
や
地
域

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

郷
倉
　
信
男
（
中
老
田
新
）

新
星
町
町
内
会
長
と
し
て
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

河
合
　
宏
和
（
二
口
）

緑
ヶ
丘
自
治
会
長
と
し
て
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

栗
原
　
武
夫
（
戸
破
）

平
成
町
町
内
会
長
と
し
て
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
や
行
政
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
澤
　
久
子
（
中
太
閤
山
）

統
計
調
査
員
と
し
て
正
確
か
つ

円
滑
な
調
査
事
務
の
実
施
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

岡
田
　
邦
子
（
三
ケ
）

統
計
調
査
員
と
し
て
正
確
か
つ

円
滑
な
調
査
事
務
の
実
施
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

湊
　
美
津
子
（
二
口
）

統
計
調
査
員
と
し
て
正
確
か
つ

円
滑
な
調
査
事
務
の
実
施
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

田
島
　
政
二
（
高
岡
市
上
牧
野
）

射
水
地
区
交
通
指
導
員
と
し
て

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

殿
村
　
よ
し
子
（
善
光
寺
）

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

新
湊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

の
指
導
育
成
な
ど
を
通
じ
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

大
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

高
齢
者
や
身
体
障
害
者
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

島
　
勢
津
子
（
中
太
閤
山
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

中
川
　
弘
紀
（
下
村
三
箇
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

長
谷
　
能
成
（
布
目
沢
）

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

粟
江
　
美
代
子
（
島
）

母
子
保
健
推
進
員
協
議
会
の
指

導
育
成
と
地
域
の
子
育
て
支
援
の

充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

朴
木
　
照
男
（
海
老
江
浜
開
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
指

導
育
成
を
通
じ
、
事
業
の
発
展
と

後
継
者
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

川
幡
　
き
よ
ゑ
（
下
条
）

遺
族
会
の
要
職
に
あ
っ
て
遺
族

の
援
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

小
倉
　
宏
子
（
青
井
谷
）

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
指

導
育
成
と
食
生
活
改
善
に
よ
る
健

康
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

稲
垣
　
英
子
（
八
塚
）

食
生
活
改
善
推
進
友
の
会
の
指

導
育
成
と
食
生
活
改
善
に
よ
る
健

康
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

前
田
　
美
智
子
（
加
茂
東
部
）

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

の
指
導
育
成
と
食
生
活
改
善
に
よ

る
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

柴
　
幸
子
（
港
町
）

新
港
の
森
の
つ
ど
い
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
角
　
義
紀
（
青
井
谷
）

農
業
委
員
と
し
て
農
業
の
振

興
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。

市
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
讃
え
る
平
成
１８
年
度
市
政
功
労
者
表

彰
式
が
、
１１
月
１
日
、
小
杉
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
２７
個
人
、
４
団
体
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
皆
様
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
対

し
心
か
ら
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

地
方
自
治
部
門�

お
め
で
と
う
！�

市
民
生
活
部
門�

お
め
で
と
う
！�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門�

お
め
で
と
う
！�

厚
生
部
門�

お
め
で
と
う
！�

産
業
経
済
部
門�

お
め
で
と
う
！�

教
育
部
門�

お
め
で
と
う
！�

（

）
内
は
地
区
名

（
敬
称
略
　
順
不
同
）

平成１８年度�
市政功労者�
表　彰�

お
め
で
と
う
！�

１１
月
１３
日
、
高
岡
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
夏
休
み

に
募
集
さ
れ
た
「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」
の
入
賞
者
の
表
彰
と
入
賞
作

品
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
は
、
大
門
中
学
校
２
年
成
田
早
希
さ
ん
の
「『
税
』
に
つ

い
て
思
う
こ
と
」
が
、
日
本
税
務
協
会
長
賞
に
輝
い
た
の
を
は
じ
め
、

射
水
市
内
中
学
校
か
ら
多
数
の
作
品
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
税
務
協
会
長
賞

「『
税
』
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

大
門
中
学
校
２
年
生
　
成
田
　
早
希
さ
ん

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

「
税
を
い
か
す
こ
と
」

大
門
中
学
校
２
年
生
　
西
村
亜
佳
里
さ
ん

高
岡
税
務
署
長
賞

「
あ
の
五
円
の
し
く
み
」

大
門
中
学
校
２
年
生

新
多
可
奈
子
さ
ん

富
山
県
納
税
貯
蓄
組
合

総
連
合
会
長
賞

「
社
会
の
た
め
に
、

自
分
の
た
め
に
」

小
杉
中
学
校
３
年
生

八
幡
　
澄
美
さ
ん

問
合
せ
先

射
水
市
租
税
教
育
推

進
協
議
会
（
納
税
課
内
）

�
５２
―
７
９
６
２

「
税
に
つ
い
て
の
作
品
」（
中
学
生
　

作
文
の
部
）�

コ
ン
ク
ー
ル
受
賞�

お
め
で
と
う
！

お
め
で
と
う
！�

お
め
で
と
う
！�
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１２
月
に
入
り
、
朝
晩
の
冷
え
込

み
も
強
く
な
り
、
今
年
も
雪
の
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

昨
年
は
、
降
雪
量
が
戦
後
２
番

目
の
多
さ
と
な
り
、
全
国
で
の
死

者
数
が
１
３
４
人
を
数
え
、
気
象

庁
が
「
平
成
１８
年
豪
雪
」
と
名
づ
け

る
ほ
ど
雪
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
と
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
雪
を
克
服
し
、
明
る

い
雪
国
生
活
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
、
総
合
的
に
除
雪
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

市
で
は
降
雪
期
の
除
雪
体
制
を

整
え
、
道
路
交
通
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
む
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
除
雪
計
画
の
重
点
は
、「
除

排
雪
の
強
化
」、「
地
域
ぐ
る
み
除

排
雪
の
促
進
」、「
歩
道
除
雪
の
積

極
的
実
施
」、「
路
面
凍
結
対
策
の

強
化
」
で
す
。

雪
害
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

「
安
心
・
安
全
な
射
水
市
」
づ
く

り
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

冬
の
高
速
道
で
は
通
常
時
に
比

べ
交
通
事
故
が
３
倍
発
生
し
て
い

ま
す
。
事
故
に
遭
わ
な
い
、
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
に
も
次
の
項
目

に
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

�
冬
用
タ
イ
ヤ
に
早
め
に
交
換
す

る
�
臨
時
速
度
規
制
を
守
り
安
全
運

転
で

�
車
線
変
更
す
る
場
合
は
十
分
に

速
度
を
落
と
す

�
危
険
箇
所
は
特
に
速
度
を
落
と

す
�
車
間
距
離
を
十
分
と
る

一
台
の
放
置
車
両
の
為
に
除
雪

が
出
来
な
い
、
緊
急
車
両
が
入
れ

な
い
な
ど
、
路
上
駐
車
は
み
ん
な

の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。（
路
上
駐
車
は
駐

車
違
反
や
保
管
場
所
法
違
反
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

朝
の
通
勤
・
通
学
の
た
め
、
夜

間
か
ら
早
朝
に
か
け
て
の
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。
除
雪
車
の
音
や

振
動
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

天
気
の
良
い
日
に
道
路
へ
の
投

雪
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
夜
間

に
凍
結
し
て
交
通
障
害
の
原
因
に

な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

除
排
雪
は
市
だ
け
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
狭
い
道
路
は
、
除
雪
車
で

の
除
雪
が
困
難
な
た
め
、
除
雪
は

地
域
ぐ
る
み
で
、
ま
た
、
生
活
道

路
や
歩
道
な
ど
の
共
同
除
排
雪
活

動
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

お
互
い
の
家
の
前
の
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で

す
。
除
雪
車
が
来
た
ら
近
寄
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
子
ど
も
を

除
雪
車
の
近
く
で
遊
ば
せ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
を
捨
て
る
と
き
は
必
ず
決
め

ら
れ
た
場
所
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

�
新
湊
地
区

内
川
（
中
新
湊
地
内
）

�
小
杉
地
区

薬
勝
寺
池
（
中
太
閤
山
地
内
）

下
条
川
新
伝
場
橋（
戸
破
地
内
）

�
大
門
・
大
島
地
区

庄
川
右
岸
河
川
敷

（
大
門
大
橋
上
流

・
高
岡
大
橋
下
流
）

◆
午
前
１１
時
〜
１２
時
、
午
後
１
時

〜
２
時
の
２
時
間
は
消
雪
パ
イ
プ

の
作
動
が
停
止
し
ま
す
。
故
障
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

◆
県
道
で
は
歩
道
除
雪
に
つ
い
て

「
雪
と
汗
の
ひ
と
か
き
運
動
」
を

実
施
中
で
す
。
交
差
点
・
バ
ス
停

に
ス
コ
ッ
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

積
雪
時
に
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ

し
の
際
の
転
落
・
転
倒
や
、
除
雪

中
に
お
け
る
事
故
が
多
発
し
ま

す
。
健
康
管
理
や
安
全
管
理
を
図

り
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

�
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
場

合
は
、
足
場
に
十
分
注
意
し

作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
ロ
ー
プ
な
ど
に
よ
る
か

ら
だ
の
固
定
や
長
靴
に
す
べ

り
止
め
を
付
け
る
な
ど
し
て

作
業
中
の
安
全
管
理
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

�
除
雪
機
械
を
使
用
す
る
場
合

は
、
機
械
の
説
明
書
な
ど
を

よ
く
読
み
、
適
切
に
使
用
し

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
機
械
の

回
転
部
分
に
は
触
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
故
障
し
た
際
の
確
認
は

機
械
を
停
止
し
て
行
い
ま
し

ょ
う
。

�
除
雪
作
業
を
す
る
際
に
は
温

か
い
服
装
で
行
い
、
ケ
ガ
や

健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
休

憩
時
間
を
確
保
し
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

�
凍
結
し
た
路
面
を
歩
く
際
に

は
、
転
倒
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

�
除
雪
を
業
者
な
ど
に
依
頼
す

る
場
合
は
、
依
頼
内
容
や
見

積
書
な
ど
を
確
認
し
た
上
で

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を�

雪
を�

克
服
し
よ
う�

路
上
駐
車
は
や
め
て

夜
間
・
早
朝
等
の
除
雪
作
業

道
路
へ
の
投
雪
は
や
め
ま
し
ょ
う

除
排
雪
は
地
域
ぐ
る
み
で

除
雪
車
に
近
寄
ら
な
い

雪
捨
て
は
指
定
さ
れ
た
場
所
に

冬
の
高
速
道
路
で
の
安
全
運
転

雪
に
関
す
る
注
意
事
項

雪
を�

克
服
し
よ
う�

雪に関する問合せ先

道路情報等の案内

除雪に関することは

■国道８号
国土交通省国道維持出張所
�０７６－４３８－５１０１
国土交通省高岡国道維持出張所
�２３－６７７６

■国道４１５号・４７２号と県道
高岡土木センター　�２６－８４２８

■市道
射水市除雪対策本部　�５２－１７７０
＊除雪対策本部は、１２月１日（金）から３月
３１日（土）まで、大門庁舎の都市整備部道
路維持課内に設置します。（大門庁舎３階
会議室）

水道に関することは

上水道業務課（布目庁舎）�８４－３０００

富山県冬期道路情報ホームページ
http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp

�携帯電話からも確認できます。
NTTドコモ

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/i/

au

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/ez/

ソフトバンク

http://www.toyama-douro.toyama.toyama.jp/v/

�県外の広域道路情報・道路情報一般
日本道路交通情報センター（富山）
�０７６－４３２－２２２３

高速道路情報は次のホームページで

�出発前の雪道情報（ユキイロドットコム）
http://www.yukiiro.com/

�危険箇所情報（富山県警察本部ホームページ）
http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/60/

�高速道路については（NEXCO中日本ホームページ）
http://www.c-nexco.co.jp

指定文化財（天然記念物）の
雪害に関することは

文化課（下庁舎）�５９－８０９２

ひとり暮らし老人等の屋根の雪下ろし費用助成は

長寿介護課（新湊庁舎）�８２－１９５２

その他雪害に関することは

総務課（小杉庁舎）�５７－１６２７

契
約
（
依
頼
）
し
、
不
審
な

業
者
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

�
灯
油
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使

用
が
多
く
な
る
冬
期
に
は
、

思
わ
ぬ
原
因
で
灯
油
流
出
や

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
事
故
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
開
閉
バ
ル
ブ
や
キ
ャ
ッ

プ
の
閉
め
忘
れ
な
ど
が
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

一
戸
建
て
住
居
の
屋
根
の
雪
下

ろ
し
に
か
か
っ
た
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
対
象
者
は
自
力
ま

た
は
親
族
・
近
隣
の
知
人
の
協
力

に
よ
る
雪
下
ろ
し
が
困
難
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
所
得
税
の
課
税
世
帯

及
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世

帯
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（１）
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世

帯
（２）
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
夫
婦
世
帯

（３）
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
と
小
学
生

以
下
の
子
ど
も
で
構
成
さ
れ
る

世
帯

（４）
身
体
障
害
を
持
つ
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯

助
成
限
度
額
　
１
０
、
９
６
０
円

＊
１
冬
期
間
２
回
ま
で

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
の

屋
根
の
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成
し
ま
す

雪
を�

克
服
し
よ
う�

雪
を�

克
服
し
よ
う�

雪
を�

克
服
克
服
し
よ
う

し
よ
う�

雪
を�

克
服
し
よ
う�

こく　せつ

　り　　せつ



1 月

２１日

１５日
１０日
１７日
２３日

１０日
１７日
２３日

２４日

２１日
１９日

１８日
２４日

２４日

５日

２５日

１２日

１９日

５日・１９日
１２日・２６日

１７日
２４日
１０日
１１日
１２日

９日・１９日
１１日
２２日

１７日

新湊福祉会館１０：００～１５：００

環境について考える�環境について考える�エコネット　いみず�
年末・年始のごみの収集について�

年末・年始のし尿の収集について�

油漏れに注意！�

12月は“地球温暖化防止月間”です�

平成１８年１２月３０日（土）から平成１９年１月３日（水）
までごみの収集は休みます。詳細は、ごみのカレンダ
ーをご覧ください。

＊直接搬入される場合
燃えるごみ・燃えないごみ、資源リサイクルご

みは、１２月２９日（金）午後３時３０分まで、クリー
ンピア射水に搬入ください。

１２月３０日（土）から平成１９年
１月３日（水）まで休みます。

平成１８年１２月２９日（金）から平成１９年１月３日（火）
までし尿の収集は休みます。

暖房を使用する季節です。灯油の流出事故など起こ
らないように、ポリタンクへの給油中にその場を離れ
たり、給油後のバルブの閉め忘れなどないようご注意
ください。

冬季は、暖房機器の使用や自動車の交通量の増加に
伴うエネルギー使用量が増加し、地球温暖化の主な原
因となる二酸化炭素（ＣＯ２）が多く排出されます。
電気・ガス・水道などのムダをなくし、地球温暖化

防止に協力願います。

相　　談　　名 12 月 時　　間 場　　　　　所 備　　　　考

各
　
種
　
相
　
談
　
ご
　
と

行政相談

人権相談

１３：３０～１６：００ 小杉社会福祉会館

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

新湊交流会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺
小杉社会福祉会館
新湊福祉会館
大門総合会館
大島社会福祉センター
福王寺

心配ごと相談

成年後見制度相談

１３：００～１６：００

１４：００～１６：００

毎週月曜日（祝日除く） 小杉社会福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館
毎週水曜日（祝日除く） 大門総合会館
第４火曜日（祝日除く） 大島社会福祉センター

福王寺
布目庁舎別館

結婚相談 １９：００～２１：００毎週水曜日（祝日除く） 新湊福祉会館

教育相談 １３：００～１７：００月・水・金曜日 教育センター

住宅相談
１０：００～１６：００ 大門総合会館 １月は小杉社会福祉会館で実施

年金相談 １０：００～１５：００

１３：３０～１５：００

月曜日～金曜日
（祝日除く）消費生活相談 ９：００～１６：００ 大島庁舎

新湊庁舎

障害者巡回相談
小杉庁舎

認定心理士による
子育て相談

大門子育て支援センター

新湊庁舎

新湊商工会議所

無料法律相談

１３：００～１６：００ 小杉庁舎 要予約（１２／１３・１／１１
から受付）�５７－１６２７

�８２－１９５２

１３：００～１６：００ 小杉社会福祉会館 要２週間前から予約
（＊１）�５５－２８１３

火・金曜日は専門員が対応
�５２－７９７４

税理士の税務相談 １３：００～１５：００ 高岡本丸会館 �２５－６６２４

要予約
�８６－８５２２

＊子育て支援センター
開所時間中は、随時
保育士による子育て
相談を受け付けてい
ます。

�０７６－４４４－４４００

�８２－１６７８

女性のこころと生き方相談 ９：００～１１：００ 働く婦人の家「きらめき館」 �５５－５６５０
＊１月１４：００～１６：００

家庭児童・母子父子相談 ９：００～１７：００月曜日～金曜日 新湊庁舎 �８２－１９５３
青少年育成相談 ８：３０～１７：００月曜日～金曜日 少年育成センター �５６－２１４８

子どもの悩み総合相談
９：００～１７：００

月曜日～金曜日
（祝日除く） 小杉庁舎　１階

子どもの悩み総合相談室

子どもの権利支援センター
「ほっとスマイル」

�・�５７－０１００
E-mail:kodomo-soudan@
city.imizu.toyama.jp

ほっとスマイル
子ども相談

１４：００～１７：００第１・２・４月曜日
１４：００～１８：００第３・５月曜日
１４：００～１７：００

臨床心理士による
子育て相談

小杉北部子育て支援センター
小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

１０：３０～１１：３０

子育て講演会

保健師による育児相談

小杉北部子育て支援センター
小杉南部子育て支援センター

９：３０～１１：３０

大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０
下村子育て支援センター１０：２０～１１：５０
大島子育て支援センター１０：４０～１１：３０

交通事故相談 富山警察署分庁舎１３：００～１５：００
�２１－９４１１巡回交通事故相談 高岡総合庁舎１０：００～１５：００
要予約　�８２－８１００時間外医療相談（無料） 射水市民病院 医療相談室１７：３０～１９：００

第１・２・４水曜日

要予約　�５５－２７９９
E-mail:
smile@toyamav.net

（心理カウンセラー
による相談）

毎週水曜日
（祝日除く）

＊要予約
連絡先は上記と同じ

１３：００～１６：００ 新湊福祉会館
要前日予約
（８：３０～受付定員６人）
�８２－８４５１

（＊１）…多くの方の相談を受け付けたいため、前回の相談より６か月以上期間をあけて申し込みください。

困ったときには相談を…� 一人で悩まず相談してみてはいかがですか！�
時間と場所を確認し、ご相談ください。�

市
で
は
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

や
身
体
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
防
災
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
と
い
っ
た
有
事
な
ど
に
備
え
る
た
め

の
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て
も
同
様
に
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
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案
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階
で
の
両
計
画
を
公
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し
、
よ
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い
計
画

を
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す
る
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め
、
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見
を
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し
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す
。

素
案
の
公
表
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
並
び
に
総
務
課
及
び
各
地
区
行
政
セ
ン

タ
ー
で
の
閲
覧

募
集
期
間

１２
月
２５
日
（月）
ま
で

意
見
の
提
出
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
総
務
課
（
小
杉
庁
舎
）
窓
口

ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
に
て
提
出

＊
用
紙
、
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊
電
話
で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

結
果
の
公
表

提
出
さ
れ
た
意
見
の
概
要
と
検

討
結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
総
務
課
に
て
公
表
（
意

見
を
い
た
だ
い
た
方
の
氏
名
な
ど

は
一
切
公
表
し
ま
せ
ん
）

問
合
せ
先

〒
９
３
９
ー
０
３
９
３

射
水
市
戸
破
１
５
１
１

総
務
課（
小
杉
庁
舎
）

�

５７
ー
１
６
２
７

�

５７
ー
０
５
２
８

E-m
ail
soum

u@
city.im

izu.lg.jp

射
水
市
地
域
防
災
計
画（
素
案
）

国
民
保
護
計
画（
素
案
）
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意見募集

チャレンジ・エコライフ！
今月のテーマ
「エコドライブを心がけよう！（後編）」

先月に引き続きエコドライブについて考え
ましょう。

・無用なアイドリングはやめましょう
１０分のアイドリングで約１４０㏄のガソリン
が無駄になり、ＣＯ２も多く発生します。

４０キロメートル走行ごとに１回（５分間）
アイドリングした場合としなかった場合　

→年間でＣＯ２ ３７.４㎏削減
約１,７１０円節約

・荷物を積みっぱなしにしない
荷重がかかると燃費も悪くなります。不要

な荷物は積みっぱなしにしないように心がけ
ましょう。

１０キログラムの荷物を降ろして走行した場合　

→年間でＣＯ２ ３.５㎏削減
約１６０円節約

・車でお出かけの場合は、計画的に
道に迷った分だけ燃費も消費しています。

１分余計に走ると３５㏄
無駄になります。

１７日

４日
１３日
２０日
２６日
４日
６日
１３日
２０日
２６日
４日

２７日
２１日

１３日

２１日

１日・１５日
８日・２２日

２０日
６日

７日
１５日

１日・１５日
１４日
２５日

４日
２７日

１７日
１５日
１日

２７日

８日

１５日

２０日



項　　　　目 対　象　者 対象地区 実　施　日 受付時間会　　　　場

健診

3～4か月児健康診査 Ｈ１８年８月生

小杉・下

１３：００～１３：２０

小杉保健センター
新湊

１２月５日（火）
１２月６日（水） 射水市民病院

大島 １２月１２日（火） 大島保健センター
大門 １２月１３日（水） 大門保健センター

教室

むし歯予防教室
（1歳6か月児・3歳児）

１歳６か月児
（Ｈ１７年５月生）
３歳児（Ｈ１５年１２月
生）の教室参加者

大門・大島 １２月１５日（金）
１３：００～１３：２０

大門保健センター
小杉・下 １２月１９日（火） 小杉保健センター
新湊 １２月２０日（水） 新湊農村環境改善センター

むし歯予防教室
（2歳児・2歳6か月児）

２歳児（Ｈ１６年１２月生）
２歳６か月児
（Ｈ１６年６月生）の
教室参加者

新湊 １２月１５日（金）
１３：００～１３：２０

新湊農村環境改善センター
大門・大島 １２月２０日（水） 大門保健センター
小杉・下 １２月２２日（金） 小杉保健センター

ぴよぴよ相談
（育児・母乳相談、
絵本の読み聞かせ、

離乳食実習）

生後８か月まで 全市

１２月１１日（月） １３：００～１３：３０新湊保健センター
１２月１２日（火）

９：３０～１０：００
下村保健センター

１２月１３日（水） 小杉保健センター
１２月１８日（月） 大門保健センター

にこにこ相談
（育児・栄養相談）

生後９か月以降 全市

１２月１日（金）

９：３０～１０：００

新湊保健センター
１２月５日（火） 大門保健センター
１２月７日（木） 小杉保健センター
１２月２０日（水） 大島保健センター

ＢＣＧ Ｈ１８年８月生

小杉・下 １２月１２日（火） １３：３０～１４：３０小杉保健センター
新湊 １２月１４日（木） １３：００～１４：００新湊農村環境改善センター
大島 １２月１９日（火）

１３：３０～１４：００
大島保健センター

大門 １２月２２日（金） 大門保健センター

1歳6か月児健康診査 Ｈ１７年５月生
大門・大島 １２月１日（金）

１３：００～１３：２０
大門保健センター

小杉・下 １２月８日（金） 小杉保健センター
新湊 １２月１３日（水） 新湊保健センター

3歳6か月児健康診査
（むし歯予防教室も

併せて実施）
Ｈ１５年６月生

大門・大島 １２月７日（木）
１３：００～１３：２０

大門保健センター
小杉・下 １２月１４日（木） 小杉保健センター
新湊 １２月２１日（木） 新湊保健センター

マタニティ教室（第2回）《要申込み》 ９：１５～ ９：３０妊婦 全市 １２月２１日（木） 小杉保健センター
マタニティ教室（第1回）《要申込み》 １３：１５～１３：３０妊婦 全市 １２月１３日（水） 下村保健センター

新米パパママ教室《要申込み》 ９：１５～ ９：３０生後６か月～１歳児の両親 全市 １２月２日（土） 大島保健センター

相談

予防
接種

保健だより�保健だより�Ｈ18年12月�
・1歳6か月児健診、3歳6か月児健診、予防接種は、�
　個人通知をしませんので、毎月の広報「いみず」を見�
　て会場へお越しください。�

問合せ先�

・健康推進課（新湊庁舎）�
・新湊保健センター�
・小杉保健センター�

TEL82－1954　FAX82－3175�
TEL82－8416　FAX82－8419�
TEL56－3007　FAX56－3008

・大門保健センター�
・大島保健センター�
・下村保健センター 

TEL52－7070　FAX52－7071�
TEL52－7970　FAX52－5595�
TEL59－8021　FAX59－8022

項目 対象地区 実施日 受付時間会　　場

１２月３日（日） ８：３０～ ９：３０
胃・子宮・
乳房検診
《要申込み》

全地区 小杉保健センター

項目 対象地区 実施日 受付時間会　　場

９：３０～１１：００健　康
相談会

１２月４日（月）
新湊

本江公民館

１２月８日（金）

小杉

大島

放生津公民館

１２月４日（月）大江公民館

１２月６日（水）池多公民館

１２月１４日（木）黒河公民館

１２月７日（木）大島保健センター

下 １２月６日（水）下村保健センター

月　日 医　院　・　病　院 電 話 月　日 医　院　・　病　院 電 話

１２月３日
（日）

梅崎医院（本町）（小） ８４－５０４５

島崎内科医院（小島）（内） ５２－０１７３

織田歯科医院（草岡町） ８６－３７５４

１２月１０日
（日）

尾島医院（桜町）（外） ８４－８５５２

佐野内科クリニック（黒河新）（内・神内） ５７－０８１１

日尾歯科クリニック（高岡市） ３１－８２４１

１２月１７日
（日）

矢野医院（本町）（内） ８２－５１５０

摂津小児科医院（中太閤山）（小） ５６－５７７５

木下歯科医院（高岡市） ２２－０８６４

１２月２３日
（祝）

万葉クリニック（七美）（内） ８６－８７８７

とよた小児科クリニック（小島）（小） ５２－０２８８

嶋歯科クリニック（中太閤山） ５６－９２２２

１２月２４日
（日）

麻生医院（中新湊）（内） ８２－３７１０

高橋医院（黒河）（内） ５６－０３４６

宮田歯科医院（高岡市） ２３－８５４８

１２月３０日
（年末）

羽岡医院（本町）（内） ８４－８２００

真生会富山病院（下若）（内・眼） ５２－２１５６

越野歯科診療所（高岡市） ２１－３４４３

１２月３１日
（年末）

長徳寺クリニック（本町）（整外） ８４－７１７１

渋谷クリニック（戸破）（内呼胃循） ５５－００２５

おおたファミリー歯科医院（高岡市） ４４－６７８８

母と子の健康診査・教室・相談・予防接種（12月1日～1月5日）

集団検診 ※「受診券」「健康手帳」を持参してください。

相談 ※「健診結果」「健康手帳」を持参してください。

成人の検診・相談（12月1日～1月5日）

休日在宅当番医・歯科医（診療時間　午前9時～午後5時）

保険医協会の
健康テレホンサービス

12月のテーマ
�076－442－0003

月 γ－GTP
火 メタボリックシンドローム
水 子宮の癌
木 歯ブラシのかたさ
金 過敏性腸症候群
土・日 膝関節にたまる水と注射
年末年始 健康に年をとるには

※12月29日～1月3日の期間は年末年始のテーマとなります

「いみず元気ウォークスタンプラリー」に
参加しましょう！

大島室内ウォーク
日　時 １２月２１日（木）午後１時２０分～
場　所 大島体育館
持参物
スタンプシート（持っている方）、内履き、水筒

＊暖かい服装でお越しください。
＊どなたでも参加できます。
～この事業は国民健康保険と共催しています～

歩いて！集めて！楽しく健康づくり
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※対象地区以外で健診等を受診される場合は、お住まいの地区の保健センターへご連絡ください。 ２歳から７歳６か月未満の方で、麻しん予防接
種及び風しん予防接種を任意接種で希望される方
は、平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日まで
の期間は、市が接種料金を負担しますので、各保
健センターまで申し出ください。

※なお、平成１８年４月１日以降すでに任意接種を
受けられた方で、実費を支払われた方は、市が接
種料金を負担しますので、申し出ください。

麻しん予防接種、風しん予防接種の
任意接種のお知らせ

富山県三世代お口さわやか大賞
「いい歯の兄弟姉妹」

最優秀賞　新井詩乃ちゃん、貴裕ちゃん
「母と子のよい歯のコンクール」

優秀賞　　長谷川樹ちゃん、幸子さん
富山県いい歯カムカムすこやか大賞

県歯科医師会長賞　　　八島文雄さん
富山県健康教育実践優良学校
「よい歯の部」 優良校　片口小学校

受賞おめでとうございます。

むし歯のない
健康な歯を
維持されている
新井さんご姉弟
（小島）

みんなでつくろう元気な歯

水中での運動は足腰への負担が軽く、からだを動かすことで楽しくシェイプアップやストレス解消ができ
ます。あなたも体験してみませんか。

参 加 費 無料　※６回目は昼食代（８００円）を徴収します。
送　　迎 ６回目のみバスが出ます。海竜スポーツランドは現地集合。
定　　員 ２０名（定員になり次第締め切ります。）
申込方法 平成１９年１月５日（金）から健康推進課まで電話で申し込みください。

水中ウォーク教室 参加者募集

回 月　　日

1 1 月24日（水）
時　　間

午後1時40分～3時

2 1 月31日（水）

3 2 月 7 日（水）

4 2 月14日（水）

5 2 月21日（水）

6 2 月28日（水）

午後1時40分～
2時40分

午前10時～午後3時

内　　容

○講義「水中運動の効果」
（1回目のみ）

○準備体操
○みんなで楽しく水中運動

○生活体力測定
○運動処方

会　　場

海竜スポーツランド

とやま健康パーク



射水市の高齢者に多い病気は？

射水市民病院�射水市民病院�

みなとのみなとの�
情　報情　報�
みなとの�
情　報�

輸　出�
品種別�
513,159㌧�

完成完成自動車動車�
132,890132,890㌧�
（25.925.9％）�

完成自動車�
132,890㌧�
（25.9％）�

ベトナム�
10,887㌧（2.1％）�

シンガポール�
26,169㌧�
（5.1％）�

ロシア�
136,662136,662㌧�
（26.626.6％）�

化学薬品化学薬品�
47,23747,237㌧�
（9.29.2％）�

鋼　材鋼　材�
45,20945,209㌧�
（8.88.8％） 

ロシア�
136,662㌧�
（26.6％）�

中　国中　国�
36,47936,479㌧�
（7.17.1％）�
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輸　出�
国　別�
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富山新港では、どんな

国へどんな品物が輸出さ

れているのでしょうか。

品種別では、完成自動

車が全体の２５.９％を占め

ています。

また国別では韓国が一

番の相手国です。

詳しくは、グラフをご

覧ください。

子どもの権利条約の内容をお知らせしています。

意見を表明する
第12条　意見を表明する権利

「意見を表明する」ことは子どもの気持ち
を聞くことであり、子どもを好き勝手にさせ
ることではありません。子どもの気持ちを聞
いた上で、その子どもにとってどうすること
が良いことなのか判断することが大切です。
勉強のこと、遊びのこと、友達のこと、家族
のこと、様々なことで子どもなりの意見や気
持ちがあります。その気持ちに寄り添いなが
ら、時にはその気持ちを尊重し、間違ってい
る場合や子どもの思うとおりにはできない場
合にはきちんとその理由を話すことが大人の
役割です。
子どもが「怖くて何もいえない」と思うこ

とが、いちばんあってはならないこと。大人
の強引さで、子どもが萎縮することのないよ
うに努めたいものです。

問合せ先
少子化対策・子どもの権利班（新湊庁舎）

E-mail : kodomo@city.imizu.lg.jp
�82－1965 FAX 82－8269
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射水市の老人医療受給者に多い疾患は、

１ 高血圧性疾患
２ 糖尿病
３ 脳梗塞

で、これらは日頃の生活習慣が大きく関係しておこる、
生活習慣病とよばれる慢性疾患のひとつです。

●高血圧を予防するために
１ 喫煙・飲酒を控えましょう
２ 食塩の取りすぎに注意しましょう
３ 運動を心がけ、食生活を改善して肥満を防ぎま
しょう

●糖尿病を予防するために
１ 食事は３食決まった時間にとりましょう
２ 適度な運動をしましょう
３ 甘いものは控えめにしましょう

●脳梗塞を予防するために
１ 禁煙・節酒を心がけましょう
２ 急に寒いところに出ないなど、寒暖差に注意しましょう
３ あまり力まないようにしましょう

正しい生活習慣を身につけ、
いつまでもはつらつとした暮らしを楽しみましょう

平成１７年度の射水市老人医療受給者の一人当たりの診療費は

652,446円 です。
（富山県の平均一人当たりの診療費６６４,３８７円）

※診療費は入院、入院外、歯科の合計です。

日頃から健康維持につとめ、
医療費の節約を心がけましょう。

�������������

保険年金課（大島庁舎）�５２－７９６５問合せ先
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月　　日 内　　容 担　　当

１２月８日（金） 食事療法と単位配分 管 理 栄 養 士
１２月１日（金） 糖尿病の検査と治療 岩井中内科部長

１２月１５日（金） 糖尿病の検査と治療・合併症 岩井中内科部長
１２月２２日（金） 油脂（表５）と外食 管 理 栄 養 士

射水市民病院には、患者さんの入院生活の癒しの
場として７階に展望浴場が設置されています。湯船
のお湯は温泉のように常に清潔に管理されており、
高齢の患者さんでも安全に入浴できるように、手す
りや専用の椅子がとりつけられています。窓はミラ
ーガラス張りになっているため、天気のよい日には
人目を気にすることなく立山連峰のすばらしい眺め
を楽しむことができます。
今年度は患者さんにお風呂でいっそうリフレッシュ

してもらうために、桧風呂、ゆず風呂、りんご風呂
などを企画しました。
今後も患者のみなさんの入院生活が少しでも快適

なものになるように、職員一同努力していくつもり
です。

入浴の効用と展望大浴場の紹介
射水市民病院副院長 佐 竹　純 子

広報�2006.12 18広報� 2006.1219

時間外医療相談（無料）
健康や病気に関する疑問やセカンドオピニオンにつ

いて、院長・副院長が毎月応対しますので、気軽に相
談ください。１２月は下記の日時です。前もって、電話
で予約ください。

日　　時 １２月２５日（月）午後５時３０分～７時まで
場　　所 市民病院エントランス医療相談室
予約・問合せ先 市民病院健康管理センター�８２－８１００

問合せ先

港湾商工課（新湊庁舎）
�８２－１９５５

みなとまちづくり班（新湊庁舎）
�８２－１９５７

インフルエンザ予防接種について
インフルエンザ予防接種を行います。当病院に受診

中の方は受診時に接種可能ですが受診していない方は
下記のとおり行います。

期 間 １２月２５日までの毎週水曜と金曜の週２回
（１２月１５日を除く）

時 間 午後５時３０分～７時（予約制にて実施）
料 金 一般 ４,０００円／回
予約は医事課で受け付けます。１日２０人で締切ります。

老人医療費はいろいろな人たちの
協力でまかなわれています

老人医療費は、お医者さんで皆さんが支払
われる分（一部負担金）のほかに、国民健康
保険や健康保険組合からの拠出金、国・県・
市からの負担金など、いろいろな人たちの協
力によってまかなわれています。
みなさんが今後も、安心して医療を受ける

ことができるよう、医療費を大切につかいま
しょう。

（平成１８年５月診療分）

糖尿病教室のお知らせ
毎週金曜日に糖尿病教室を行っています。糖尿病で

治療を受けている方、糖尿病の患者を家族にお持ちの
方など、ぜひ参加ください。

日　時 毎週金曜日　午後１時３０分～３時
場　所 市民病院２階大会議室

年 末 年 始 の 業 務 案 内
市の関係機関は、１２月２９日から１月３日まで休みとな

ります。ただし、次の施設・業務については、異なります
のでご注意ください。
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●小杉ふれあいセンター �56－4080
今月の催事
○12月 4 日（月）松前一座・歌謡ショー
○12月15日（金）ひまわり一座・歌謡ショー
○12月22日（金）藤山一座・歌謡ショー

●大門コミュニティーセントー
�53－1844

今月のギャラリー
○シルクロード写真展　西田栄一（緑ヶ丘）

コミュニティバス １２月２９日～１月３日 土日祝ダイヤで運行

市内各図書館 １２月２９日～１月４日

休館

新湊農村環境改善センター １２月２８日～１月３日
大島憩いのサロン
いきいきサロン大門
新湊福祉会館

１２月２８日～１月４日新湊博物館
陶房「匠の里」
大島絵本館
市内各グランド・テニスコート 使用不可

クリーンピア射水
１２月２９日

開館
ミライクル館
大門農村環境改善センター

１２月２９日・３０日
大門コミュニティセントー

市内各体育館・
海竜スポーツランド

１２月２８日 午前中のみ使用可能
１月４日 午後５時まで開館工業統計調査にご協力お願いします

製造事業所の皆様には、毎年、工業統計調査
にご協力いただき、ありがとうございます。
工業統計調査は、我が国の製造業の実態を明
らかにするために、全国の製造事業所を対象に
毎年１２月３１日現在でおこなっています。今年
も今月下旬より県知事に任命された調査員が調
査票を持ってうかがいますので、記入をお願い
いたします。
問合せ先 企画政策課（小杉庁舎）�５７－１６２３
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う
ぶ

鎌
田
　
　
実

ま
だ
生
き
て
い
る
佐
藤
　
愛
子

月
下
の
恋
人

浅
田
　
次
郎

イ
ヴ
の
夜

小
川
　
勝
己

芋
た
こ
な
ん
き
ん
上
巻田辺

　
聖
子

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル楡

　
　
周
平

リ
ミ
ッ
ク
ス

藤
田
　
宜
永

オ
ラ
ン
ダ
水
牛
の
謎松

尾
　
由
美

《
郷
土
資
料
》

わ
が
半
生
の
記
１北

日
本
新
聞
社

立
山
信
仰
と
布
橋
大
灌
頂
法
会

福
江
　
　
充

青
い
雪

萩
野
　
卓
司

新
年
は
、
５
日（
金
）か
ら
全
館

開
館
し
ま
す
。

貴
重
な
男
性
サ
ー
ク
ル
「
美
味
し
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ
」

海
老
江
公
民
館

海
老
江
公
民
館
は
平
成
１４
年

２
月
、
旧
海
老
江
小
学
校
グ
ラ

ン
ド
跡
地
に
新
築
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
明

る
く
、駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
広
く
、

生
涯
学
習
の
拠
点
に
ふ
さ
わ
し

い
立
派
な
公
民
館
と
な
り
ま
し

た
。開

館
以
来
２０
の
サ
ー
ク
ル
が

結
成
さ
れ
、
男
女
別
に
比
較
す

る
と
３
対
１７
で
女
性
が
圧
倒
的

に
多
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
貴
重
な
男
性
サ
ー
ク
ル

「
美
味
し
ん
ぼ
う
ク
ラ
ブ
」
を

紹
介
し
ま
す
。

平
成
１４
年
４
月
「
男
も
料
理

を
学
び
自
立
し
な
け
れ
ば
」
と

結
成
し
５
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
毎
月
１
回
、
６０
代
を
中
心

に
旬
の
食
材
を
使
っ
て
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
料
理
を
楽

し
く
作
っ
て
い
ま
す
。

男
の
料
理
は
と
か
く
ム
ダ
・

ム
ラ
が
あ
る
の
で
、
ヘ
ル
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
素
敵

な
女
性
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
４
人
ず
つ
の
４
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
料
理
を
作
り
、

味
や
盛
り
付
け
を
評
価
し
な
が

ら
全
員
で
食
事
を
し
ま
す
。

毎
年
１
月
は
、
会
員
で
知
り

合
い
の
魚
屋
さ
ん
に
寒
ブ
リ
を

浜
値
で
売
っ
て
も
ら
い
、
少
々

の
御
酒
を
頂
き
ブ
リ
三
昧
を
堪

能
し
て
い
ま
す
。
写
真
は
今
年

１
月
、
１０
㎏
の
ブ
リ
を
腕
自
慢

の
会
員
が
手
早
く
さ
ば
い
て
い

る
所
で
す
。
秋
も
深
ま
り
ブ
リ

便
り
を
聞
く
た
び
、
来
年
１
月

の
料
理
教
室
が
待
た
れ
ま
す
。
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第30回 大門元旦マラソン 第44回 新湊元旦マラソン大会
平成１９年１月１日
受　付 １月１日

午前９時３０分～９時５０分
開会式 午前１０時～
スタート 午前１０時３０分

日　　時 平成１９年１月１日
受　付 奈古中学校体育館 １２月３１日

午後１０時～１１時
開会式 放生津八幡宮前 １２月３１日

午後１１時４５分～
スタート 午前０時

日　　時

大門総合体育館前場　　所

放生津八幡宮前場　　所健康な人、但し、小学校３年生以下は、
保護者同伴とします。

参加資格

健康な人、但し、小学校４年生以下は、
成人の伴走者があれば認める。

参加資格

無　料参 加 料

一　般 １,０００円　　小中高生 ５００円参 加 料１２月２０日（水）
＊当日受付はありません。
必ず事前に申し込みください。

申込締切
１２月２０日（水）
＊当日受付はありません。
必ず事前に申し込みください。

申込締切

完走者全員に完走証を授与します。表　　彰

（財）射水市体育協会（新湊総合体育館内）
�８２－８２７８

大門総合体育館
�５２－４６５５

射水市内各体育館申し込み先及び問合せ先

完走者全員に完走証を授与します。表　　彰

《
中
央
図
書
館

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
事
》

○
小
杉
写
遊
会
（
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
）

第
３
回
作
品
展
示
会

期
間

１２
月
５
日（
火
）〜

１７
日（
日
）

○
南
太
閤
山
デ
ジ
カ
メ
ク
ラ
ブ

期
間

１２
月
１９
日（
火
）〜

２８
日（
木
）

子
ど
も
会
行
事

○
ク
リ
ス
マ
ス
児
童
集
会

期
間

１２
月
９
日（
土
）

午
前
１０
時
〜

会
場

新
湊
図
書
館

○
冬
の
お
楽
し
み
会

期
間

１２
月
１６
日（
土
）

午
前
１１
時
〜

会
場

中
央
図
書
館

新規教室のご案内

ＮＰＯ法人カモンスポーツクラブ（新湊総合体育館内）�８２－８２７７問合せ先

ダンススポーツ教室
期日 毎週金曜日
定員 男女各１０名
時間 午後２時～４時

スポーツチャンバラ教室
期日 毎週土曜日
定員 小学生２５名
時間 午後６時～８時

ハッスル・ランニング教室
期日 毎週土曜日
定員 １５名（小・中・高校生・一般）
時間 午前１０時～正午
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射水市が誕生した１１月１日を記念して花火と音楽で誕生を祝う
イベントが、海王丸パークを中心に開催されました。
新湊中央文化会館では、市内で活動しているアマチュアバンド

「ＭＩＮＴ」や県内外で活動している山 雄弘さんとｇｒａｖａ
（クラーバ）が演奏し、それに続き、ゲストと
して招かれた太田裕美さんが大ヒット曲「木綿
のハンカチーフ」など６曲を熱唱しました。
また、海王丸パークでは和田朝子舞踊研究所

の創作ダンスと越中大島太鼓の迫力ある演奏に
続き、約千発の花火が打ち上げられ、見物客は
大輪の花火を見ながら射水市の１歳の誕生日を
祝いました。

―― 射水市誕生1周年記念
「花火と音楽の祭典」 ――

花火と音楽で1周年を祝う

射水市誕生１周年を合唱で祝う第九コンサートが１１月５
日、新湊中央文化会館で行われました。
コンサートは市誕生１周年を祈念し、新市の一体感の醸成

を狙い開催。市内の合唱グループと一般公募のメンバーで
結成された合唱団は、７月末から週２回程度練習し本番に
備えました。富山シティフィルハーモニー管弦楽団の演奏
に、ソプラノ金川睦美さん、アルト串田淑子さん、テノー
ル澤武紀行さん、バリトン木村俊光さんの独唱に総勢１８０人
の合唱が加わり、館内には歓喜の歌声が響き渡りました。

―― 射水市合併1周年記念第九コンサート ――
ひろがれ、歓喜の響き！

“みんなで創る射水のまつり”と題した
射水市農業産業まつりが１０月２８日・２９日
の両日、小杉総合体育センターで開かれ、
旬の野菜や市内外の特産品を求める多く
の人が会場を訪れました。
大島地区の特産品「ヘチマ」を遠くに

投げるコンテストでは、地元の少年野球
チームなど１４チームが参加し、１５ｍの
飛距離を投げる大記録が出るなど、選手
たちのパフォーマンスに会場は大いに盛
り上がりました。

―― 第1回
射水市農業産業まつり ――

いみず野の味覚
勢ぞろい

パートナーシップのまちづくりをテーマに男女共同参画推
進フォーラムが１１月５日、小杉文化ホールで行われました。
現在制定に向け取り組んでいる「男女共同参画に関する条

例」について、市民に広く知ってもらおうと開催。日常生活
の一場面を取り上げた、男女平等・共同参画推進員による朗
読劇やアナウンサーなどの職歴を経て、現在、企業家として
活躍している森幸恵さんの講演、「家庭・地域・職場におけ
るパートナーシップ」と題したパネルディスカッションを通
じて、男女が共に心豊かに個性と能力を発揮できる社会づく
りについて意見交換しました。

―― 男女共同参画フォーラム ――
男と女の役割について考える

バスで市全域を結ぶコミュニティバスの実証運行出発式が
１０月３１日、大門庁舎で行われました。
式では、分家市長、大窪市議会市民環境常任委員長らが出

席し、きらら保育園園児によるドラムマーチも披露され「市
の一体感の醸成、ふるさと射水の発展のためにはコミュニテ
ィバスの役割は大きい。全国のモデルとなるような運行を目
指していきたい」と、分家市長は挨拶されました。コミュニ
ティバスは市内全域で２１路線整備され、ＪＲ小杉駅、ＪＲ大
門駅や市民病院などの公共施設や利用頻度が高い施設を網羅
し運行しています。来年３月までの実証運行を経て、４月か
ら市民の声を反映し、路線を改良して本格運行する予定です。
式に続き、園児や来賓らが乗車し、市民の夢を乗せたコミ

ュニティバスが未来に向かって発車しました。

―― コミュニティバス実証運行 ――
市全域をつなぐネットワーク

ごみ減量化とリサイクルについて考える「環境とくらしフ
ェア」が１１月５日、クリンピア射水、ミライクル館で行われ、
リサイクル品を買い求める人や家族連れなどの多くの人が会
場に訪れました。
会場内に設けられた資源ごみ回収コーナーでは、ペットボ

トルや空き缶などの資源ごみが家庭から持ちよられ、その代
わりに回収した資源から再生されたノートやトイレットペー
パーなどが配布されました。会場内では環境問題に関するパ
ネル展示や、エコ商品の紹介、再生品活用市などがあり、環
境とくらしの密接な関係について理解を深めました。

―― 環境とくらしフェア ――
循環型社会について考える
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薦
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玄
関
を
く
ぐ
る
と
季
節
に
合
わ

せ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
壁
に
掛
け

ら
れ
、
そ
の
横
に
１２
畳
の
本
と
遊

び
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
る
。
本
棚

に
は
、
１
、５
０
０
冊
以
上
の
絵
本

や
児
童
書
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
脇

に
は
お
手
玉
や
コ
マ
な
ど
昔
な
が

ら
の
遊
び
道
具
や
造
形
遊
具
が
置

か
れ
て
い
る
。
室
内
で
は
、
子
ど

も
た
ち
は
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
お

手
玉
を
し
た
り
と
思
い
思
い
の
時

間
を
過
ご
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

貝
喰
さ
ん
が
吹
く
オ
カ
リ
ナ
の
音

色
を
合
図
に
子
ど
も
た
ち
が
集
ま

り
、
待
ち
に
待
っ
た
お
話
し
と
読

み
聞
か
せ
の
時
間
が
始
ま
る
。
澄

ん
だ
瞳
で
貝
喰
さ
ん
を
見
つ
め
、

そ
の
語
り
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
・
・
・
・
。

「
子
ど
も
の
読
書
離
れ
が
心
配
だ

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、
気
軽
に

本
に
親
し
め
る
温
か
い
空
間
を
創

り
た
か
っ
た
」
と
、
ず
っ
と
胸
の

中
で
描
い
て
い
た
家
庭
文
庫
を
具

現
化
さ
せ
、
自
宅
の
部
屋
を
開
放

し
た
。
文
庫
の
名
前
は
「
か
い
ば

み
文
庫
」
。
私
費
を
投
じ
て
約

１
、
５
０
０
冊
の
蔵
書
を
揃
え
、
１

冊
１
冊
に
透
明
の
保
護
シ
ー
ト
を

貼
り
付
け
、
番
号
を
つ
け
、
貸
出

カ
ー
ド
を
作
る
な
ど
、
全
て
が
手

づ
く
り
で
１
年
前
か
ら
準
備
し
て

き
た
。

貝
喰
さ
ん
が
家
庭
文
庫
に
出
会

っ
た
の
は
２０
年
ほ
ど
前
。
宮
城
県

仙
台
市
に
住
ん
で
い
た
時
に
自
宅

の
近
く
に
あ
っ
た
「
ま
つ
お
文
庫
」

に
出
合
っ
た
。
子
ど
も
と
一
緒
に

絵
本
を
読
む
こ
と
が
楽
し
く
て
、

毎
日
の
よ
う
に
通
い
、
絵
本
だ
け

で
な
く
、
折
り
紙
や
コ
マ
な
ど
で

遊
ん
だ
り
し
た
。「
部
屋
の
中
は
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
で
満
ち
溢
れ
て

い
た
。
い
つ
か
自
分
も
文
庫
を
開

き
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

開
設
か
ら
２
か
月
が
経
ち
、
登

録
者
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
５０
人

を
数
え
た
。
来
て
く
れ
る
人
が
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、
読
み
聞
か

せ
や
お
話
し
会
の
ほ
か
に
、
工
作

を
楽
し
ん
だ
り
、
お
菓
子
を
作
っ

た
り
す
る
企
画
も
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
、
毎
月
２０
冊
ほ
ど
本
を
購
入

す
る
ほ
か
に
、
毎
月
１
０
０
冊
の

本
を
中
央
図
書
館
か
ら
借
り
受
け

蔵
書
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。

こ
の
活
動
に
共
感
し
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
保
育
士

の
久
々
湊
弘
美
さ
ん
も
応
援

に
駆
け
つ
け
た
。「
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
の
拠
点
づ
く
り

の
た
め
に
、
協
力
し
た
い
」

と
久
々
湊
さ
ん
は
話
す
。

「
仲
間
や
子
ど
も
達
と
の

出
会
い
が
、
私
の
元
気
の
源

で
す
。
家
族
や
周
囲
の
人
た

ち
の
協
力
で
、
文
庫
を
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
庫

の
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
た
く
さ
ん
の
人
と
一

緒
に
、
絵
本
や
遊
び
の
空
間
を
楽

し
み
た
い
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
」
と
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

か
い
ば
み
文
庫

南
太
閤
山
１４
ー
５９

�
５６
ー
３
５
０
６

●
開
放
日
は
毎
週
火
・
土
曜
日
の

午
後
２
時
〜
５
時
（
第
２
土
曜

日
は
休
み
）

●
本
は
１
人
３
冊
ま
で
２
週
間
貸

出
（
無
料
）

本
の
あ
る
遊
び
場

本
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
を
俳

句
で
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
４
年

生
以
上
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
菱
水
吟
社
金
川
勲
子
さ
ん
）
の

指
導
を
受
け
、
俳
句
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
、
言
語
能

力
の
乏
し
い
子
ど
も
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
然
・

人
な
ど
に
目
を
向
け
、
俳
句
の
も

つ
リ
ズ
ム
や
美
し
い
語
調
で

「
五
・
七
・
五
」
の
十
七
文
字
に

自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
力
を
育

て
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
堀
岡
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
北
側
に

は
「
新
湊
大
橋
（
仮
称
）」
の
橋

桁
が
徐
々
に
で
き
上
が
り
、
そ
の

ふ
も
と
に
は
新
し
い
住
宅
環
境
が

広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
昔
を
伝
え
る
堀
岡
、
今
に

生
き
る
堀
岡
、
そ
し
て
未
来
を
創

る
堀
岡
を
大
切
に
し
て
い
く
「
堀

岡
っ
子
」
に
育
っ
て
い
く
こ
と
を

願
い
、
俳
句
学
習
を
続
け
て
い
ま

す
。

祭
り
笛
　
聞
く
と
す
ぐ
さ
ま

血
が
さ
わ
ぐ
（
６
年
男
子
）

元
気
で
ね
と
　
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を

放
す
秋
（
５
年
女
子
）

雀
の
子
　
親
に
甘
え
て

う
れ
し
そ
う
（
４
年
男
子
）

射水市立堀岡小学校の

か
つ
て
の
放
生
津
潟
（
現
在
の
富
山

新
港
）
か
ら
奈
呉
の
浦
ま
で
東
西
に
流

れ
る
内
川
は
、
お
よ
そ
１
、８
５
０
ｍ

に
も
お
よ
び
、
中
世
に
お
い
て
栄
え
た

放
生
津
湊
に
つ
な
が
る
舟
運
河
と
し

て
、
古
く
か
ら
地
域
住
民
の
生
活
に
深

い
か
か
わ
り
を
持
っ
た
川
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
行
き
か
う

人
や
船
な
ど
の
港
町
独
特
の
風
情
が
川

面
に
映
り
、
季
節
毎
の
美
し
さ
が
よ
り

一
層
際
立
ち
ま
す
。

さ
ら
に
、
内
川
に
は
個
性
溢
れ
る
デ

ザ
イ
ン
の
橋
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
渡
る

だ
け
で
な
く
、
立
ち
止
ま
っ
て
見
る
だ

け
で
も
十
分
に
楽
し
め
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
室
町
幕
府
１０
代
将
軍

足
利
義
材
の
ブ
ロ
ン
ズ
製
彫
刻
が
親
柱

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
放
生
津
橋
」
や
、

新
湊
出
身
の
工
芸
作
家
大
伴
二
三
彌

氏
が
製
作
し
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
よ

る
光
と
色
が
幻
想
的
な
「
神
楽
橋
」、

同
じ
く
新
湊
出
身
の
竹
田
光
幸
氏
製
作

の
４
基
の
手
の
彫
刻
が
設
置
さ
れ
た

「
山
王
橋
」、
そ
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
建

築
家
セ
ザ
ー
ル
・
ポ
ル
テ
ラ
氏
が
設

計
し
た
全
国
で
も
珍
し
い
歩
行
者
専
用

の
屋
根
付
き
の
「
東
橋
」
な
ど
が
有
名

で
す
。

休
日
に
は
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に

内
川
周
辺
を
歩
く
人
の
姿
が
多
く
見
ら

れ
、
最
近
で
は
、
市
外
の
方
々
が
内
川

の
歴
史
を
知
ろ
う
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
片

手
に
散
策
す

る
様
子
が
よ

く
見
ら
れ
ま

す
。み

な
さ
ん

も
是
非
、
一

度
内
川
散
策

を
し
て
み
て

は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

ふるさと
を俳句で

広報�2006.12 24広報� 2006.1225

ふるさと
を俳句で

（東橋）



今月の納税�

こ
れ
か
ら
寒
い
時
季
を
迎
え
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

暖
房
器
具
は
、
正
し
く
使
用
し
、
安
全
に
気
を
配
り
、
火
災
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
１７
年
中
に
県
内
で
は
１
８
２
件
の
建
物
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
が
１３
件
で
、
火
災
原
因
の

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
時
は
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
、

衣
類
な
ど
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー

ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯

物
を
干
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時

は
、
か
な
ら
ず
火
を
消
し

て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
カ
―
ト
リ
ッ
ジ
タ

ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実

に
締
め
、
漏
れ
の
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
寝
る
前
や
外
出
す
る
時
は
、

完
全
に
火
が
消
え
て
い
る

こ
と
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

�
射
水
市
民
病
院
職
員

作
業
療
法
士

１
名

昭
和
５１
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
作
業
療
法
士
国
家

試
験
に
合
格
し
た
方
、
ま
た
は
平

成
１９
年
４
月
ま
で
に
合
格
見
込
み

の
方

採
用
予
定

平
成
１９
年
４
月
ま
た

は
５
月

申
込
受
付

１２
月
６
日
（水）
〜

２０
日
（水）

第
一
次
試
験

平
成
１９
年
１
月
１４

日
（日）

射
水
市
民
病
院

試
験
科
目

教
養
、
専
門
試
験
及

び
適
性
検
査
、

第
二
次
試
験

日
時
・
場
所
は
未

定
、
試
験
科
目
は
面
接

＊
申
込
用
紙
の
請
求
は
直
接
市
民

病
院
総
務
課
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
郵
便
請
求

（
要
Ａ
４
版
大
の
返
信
用
封
筒
）

問
合
せ
先

市
民
病
院
総
務
課

�
８２
―
８
１
０
０

�
市
民
病
院
臨
時
職
員
・

パ
ー
ト
職
員

募
集
項
目
及
び
人
数

�
臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
職
員

看
護
師
　
　
　
　
　
　
若
干
名

�
パ
ー
ト
職
員

薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
１
名

理
学
療
法
士
　
　
　
　
　
１
名

雇
用
期
間

１
年
間

募
集
期
限

１２
月
２７
日
（水）

問
合
せ
先

市
民
病
院
総
務
課

�
８２
―
８
１
０
０

�
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
時

１
月
９
日
（火）
〜
２
月
８
日

（木）
の
火
・
木
曜
日
　
全
１０
回
　

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

講
師

高
波
　
喜
代
美
氏

対
象

は
じ
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
す

る
方
。
受
講
料
無
料
。

定
員

１０
名
（
先
着
順
）

問
合
せ
先

働
く
婦
人
の
家
き
ら

め
き
館
　
�
５５
―
２
２
３
８

�
放
送
大
学
４
月
入
学
生

募
集
！

放
送
大
学
は
、
自
宅
な
ど
で
授

業
を
視
聴
し
自
分
の
都
合
に
合
わ

せ
て
学
習
で
き
る
通
信
制
の
大
学

で
す
。
た
だ
い
ま
、
１９
年
度
第
１

学
期
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
（
無
料
送

付
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ど

う
ぞ
。

出
願
受
付

平
成
１９
年
２
月
１５
日

（木）
ま
で

問
合
せ
先

放
送
大
学
富
山
学
習

セ
ン
タ
ー
　
�
５６
―
９
２
３
０

h
ttp
://w

w
w
.u
-air.ac.jp

�
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
で
第
８
回
を
迎
え
る
国
際

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！
今
年
は

色
々
な
発
表
と
コ
ー
ナ
ー
を
用
意

し
ま
す
。
ぜ
ひ
世
界
を
体
験
し
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

１２
月
１０
日
（日）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

新
湊
公
民
館

内
容

ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
バ
、
バ
リ

舞
踊
、
ミ
ニ
ミ
ニ
語
学
講
座
、

民
族
衣
装
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
合
せ
先

射
水
市
国
際
交
流
協

会
　
�
８４
―
４
０
７
１

企
画

募
　
　
　
集

今月の納税�

詳細な情報については�
問合せ先に�

確認してください�

今月の納税�

情報ひろば information
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政
策
課
（
小
杉
庁
舎
）
�
５７
―

１
６
２
３

�
放
送
大
学
富
山
学
習
セ
ン

タ
ー
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

１
日
目
（
入
場
無
料
）

日
時

１
月
１３
日
（土）

午
後
１
時
〜
４
時
１５
分

場
所

富
山
学
習
セ
ン
タ
ー

講
義

�
「
児
童
の
心
身
の
発
達
と
早
期

英
語
教
育
の
落
と
し
穴
」

富
山
大
学
教
授
　
荻
原
　
洋
氏

�
「
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
人
び
と

―
放
送
大
学
授
業
の
活
用
―
」

富
山
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

小
谷
　
仲
男
氏

２
日
目
（
入
場
無
料
）

日
時

１
月
１４
日
（日）

午
後
１
時

〜
午
後
４
時
１５
分

場
所

射
水
市
中
央
図
書
館

講
義
（
入
場
無
料
）

�
「
生
と
死
　
―
そ
の
現
実
か
ら

見
え
る
も
の
」

富
山
県
立
大
学
教
授奥

田
　
實
氏

�
「
生
と
死
　
―
生
と
死
の
関
係

と
終
末
期
医
療
の
世
界
の
現
状
」

富
山
大
学
教
授
　

盛
永
　
審
一
郎
氏

問
合
せ
先

放
送
大
学
富
山
学
習

セ
ン
タ
ー
　
�
５６
―
９
２
３
０

�
街
か
ど
ふ
れ
あ
い
館

「
い
っ
ぷ
く
や
茶
」

展
示
販
売

�
日
本
画
二
人
展

山
元
加
代
子
・
古
城
文
子

�
古
布
バ
ッ
グ
展

鳥
内
静
江

ふ
れ
あ
い
教
室

�
革
工
芸
教
室

松
原
百
合
子

日
時

１２
月
１１
日
（月）午
後
１
時
３０
分

受
講
料

１
、
５
０
０
円

�
折
り
紙
教
室

宮
森
恵
都
子

日
時

１２
月
１３
日
（水）
午
後
２
時
〜

受
講
料

８
０
０
円

問
合
せ
先

い
っ
ぷ
く
や
茶

�
５２
―
７
２
２
２

『
ス
ト
ー
ブ
の
正
し
い
使
用
方
法
を

守
り
ま
し
ょ
う
』

1．年金を受けている方が亡くなったときは、すみやかに手続きをしましょう。
年金を受けている方が亡くなったときは、遺族の方などが１４日以内に

「死亡届」を提出してください。「死亡届」には、年金証書と死亡の事実
を明らかにする書類（戸籍抄本など）の添付が必要です。「死亡届」の
提出が遅れると、年金の過払い（払い過ぎ）が生じ、後で返していただ
くことになる場合もありますので、ご注意ください。
また、死亡した方に支払われるはずであった年金が残っている時は、

遺族の方にその分の年金（未支給年金）が支払われますので｢未支給年
金請求書｣も同時に提出してください。未支給年金を受けられる遺族の
方は、年金を受けていた方の死亡当時生計を同じくしていた配偶者、子、
父母、孫、祖父母または兄弟姉妹です。未支給年金を受けられる順位も
このとおりです。
「未支給年金請求書」には、「死亡届」の添付書類のほかに、死亡し

た方と請求する方との続柄を明らかにする書類（戸籍謄本など）や生計
を同じくしていたことがわかる書類（住民票など）なども必要です。
問合せ先　　　保　険　年　金　課　�52－7965

高岡社会保険事務所　�21－0057

～年金受給者のみなさまへ～
2．12月生まれの方から現況届の提出が原則不要となります。
社会保険庁では、住民基本台帳ネットワークシステムを活用して、年

金受給者の皆さんの現況確認を行うことになりました。これまで誕生月
に提出されていた「年金受給者現況届」は、１２月生まれの方から原則不
要となります。
ただし次の方は、今後も現況届の提出が必要となりますので、ご注意

ください。
①社会保険庁で保有している本人の基本情報（氏名、性別、生年月日、
住所）と住民基本台帳ネットワークシステムの情報が相違し、住民
票コードを確認できない方。

②外国籍（外国人登録）の方
③外国に居住している方
なお、加給年金額対象者の生計維持確認が必要な方は、社会保険庁か

ら送付される「生計維持確認届」の提出が必要です。
また、障害の程度の確認が必要な方は、社会保険庁から送付される

「診断書」の提出が必要です。
問い合わせは、「ねんきんダイヤル０５７０－０７－１１６５」を利用くださ

い。

年　金　だ　よ　り

今月の納税�

催
　
し
　
物

今月の納税�

射水市の工事等発注状況
（請負金額が1千万円以上のもの）

入札による契約 平成18年10月分
工事（委託）名

都市計画道路東老田高岡線景観整備工事
市道本村5号線道路改良工事
市道大江407号線改良工事
作道地内消雪施設設備工事
本町二丁目地内さく井築造工事
小杉特定環境保全公共下水道事業JR横断汚水管布設工事
大島特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第4工区）工事
大島特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第5工区）工事
新湊特定環境保全公共下水道事業汚水管布設（第4工区）工事
大門公共下水道事業汚水管布設（第3工区）工事
上野第1調整池屋根（ドーム）更新工事
射水市立新湊南部中学校用地造成工事
射水市立大門小学校クラブハウス新築工事（建築主体工事）
小杉公共下水道事業神川雨水幹線管布設工事
二の丸橋架替工事（付帯工）
二の丸町地内高潮対策施設築造工事
片口久々江地内消雪施設設備工事
大門公共下水道事業中継ポンプ設備（その1）工事
射水市立大門小学校外構機械設備工事
射水市立大門小学校外構工事

大島特定環境保全公共下水道事業本開発処理分区実施設計（その1）業務委託
主要地方道小杉婦中線道路改良事業に伴う針原西遺跡発掘調査業務委託
射水市コミュニティバス実証運行事業コミュニティバス運行業務委託
中新橋架替に伴う測量設計業務委託

施工場所等
新町（大島町）
本村
大江
朴木外
本町二丁目
針原
中野
中野
津幡江
緑ケ丘
南太閤山19丁目
鏡宮
二口
乗舟町外
二の丸町
二の丸町
片口久々江
二口
二口
二口

本開発
黒河一区
射水市全域
放生津町外

請負金額
2,310万円
2,409万円
1,035万円
1,470万円
1,065万円
1,512万円
3,454万円
1,816万円
1,764万円
1,102万円
11,970万円
3,874万円
4,788万円
9,397万円
3,412万円
1,048万円
1,491万円
1,669万円
2,147万円
5,334万円

1,659万円
2,289万円
1,889万円
1,575万円

請負業者
射水工業㈱
高田建設㈱
高木組
㈱サンコー
㈲早川さく泉工業所
㈱高田組射水支店
射水建設興業㈱
寺崎工業㈱射水営業所
㈱朴木工業
㈲長徳組
三井住友建設㈱富山営業所
㈱牧田組
射水建設興業㈱
佐藤工業・道路技術サービス射水市
神川雨水幹線管布設工事共同企業体
綿谷建設㈱
水機工業㈱
㈱サンコー
㈱鶴見製作所北陸支店
㈱北野テック
川原工業㈱

㈱大代設計
㈱アーキジオ
海王交通株式会社
㈱日本海コンサルタント富山支店

※請負金額は１万円未満は切捨てで表示してあります。

※住民票コードの確認ができなかった方には、これまでどおり誕
生月に現況届が送付されますので引き続き現況届を提出してく
ださい。なお、ご本人からの申出により住民票コードが確認で
きた場合には、次回から現況届の提出が不要となります。

工事

委託

今月の納税�

年末の交通安全県民運動
期　　　間
１２月１１日（月）～１２月２０日（水）

スローガン
ゆっくり走ろう　雪のふる里　北陸路

重　　　点
１　飲酒運転の根絶
２　高齢者・若者の交通事故防止
３　早めのライト点灯と
こまめなライトの切りかえの励行



り
扱
っ
て
い
ま
す
。

回
数
券
（
１
０
０
円
１２
枚
綴
り
）

１
、
０
０
０
円

�
バ
ス
車
内

�
海
王
交
通
㈱

（
新
湊
庁
舎
向
か
い
）

問
合
せ
先

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６
６

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
意

見
・
要
望
等
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い

１０
月
３１
日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
実
証
運
行
が
始
ま
り
ま
し

た
。
実
証
運
行
は
来
年
４
月
１
日

か
ら
の
本
格
運
行
に
向
け
、
検
証

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
、
便
利
で
快
適
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
あ
る
用
紙
に
記
入
し
、
意
見

箱
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

Ｅ
メ
ー
ル（seikatsu@

city.im
izu.

lg
.jp

）、
郵
送
（
〒
９
３
９
―
０

２
９
２

射
水
市
小
島
７
０
３
番

地
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６
６

平成19年　射水市成人式
新成人の皆様の参加をお待ちしております。
日　　時
平成１９年１月７日（日）
午前１０時～
（受付 午前９時３０分～）
場　　所
小杉総合体育センター
内　　容
式　典・記念行事
対 象 者
原則として、昭和６１年４月２日から昭和６２年４
月１日までの間に生まれた方。詳しくは、１２月
上旬に送付される案内状をご覧ください。
進学・就職などにより市外へ転出されている方に
は、案内状が届かない場合がありますので、問い
合わせください。
問合せ先 生涯学習課（下庁舎１階）

�５９―８０９１ FAX５９―８０９９　
E-Mail：shougai@city.imizu.lg.jp

今月の納税�

情報ひろば information

広報�2006.12 28広報� 2006.1229

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日

時
・
場
所
は
、
１５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

総
務
課
（
小
杉
庁
舎
）

�
５７
―
１
６
２
７

�
１２
月
１０
日
〜
１６
日
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間
」

６
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
さ
れ
、
毎
年
１２
月
１０
日
か
ら
１６

日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問

題
啓
発
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

拉
致
被
害
者
の
早
期
帰
国
に
向

け
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

１２
月
１０
日
（日）

午
後
３
時
〜
４
時
３０
分

場
所

県
教
育
文
化
会
館

講
演

�
「
富
山
県
に
お
け
る
拉
致
問
題

の
取
組
」

濱
谷
　
隆
平

�
「
拉
致
問
題
と
人
権
」

池
田
　
欣
一

問
合
せ
先

県
消
防
・
危
機
管
理

課
　
�
０
７
６
―
４
４
４
―
８

６
５
２

�
万
葉
線
・
富
山
ラ
イ
ト
レ

ー
ル
を
巡
る
回
遊
ル
ー
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

新
港
東
口
と
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
岩
瀬
浜
駅
を
結
ぶ
、
観
光
路
線

バ
ス
「
新
港
東
口
・
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
接
続
線
」
の
運
行
を
始
め
ま
し

た
。
週
末
の
１
日
、
あ
な
た
も
新

港
東
口
・
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
接
続
線

を
利
用
し
て
、
シ
ョ
ー
ト
ト
リ
ッ

プ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

運
賃

５
０
０
円
（
１
回
）

運
行
日

土
・
日
・
祝
日
　
１
日

３
便
運
行

詳
し
く
は
射
水
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

生
活
安
全
課
（
大
島

庁
舎
）
�
５２
―
７
９
６
６

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
定
期

券
・
回
数
券
を
販
売
し
て

い
ま
す

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
便
利
で
お
得
な
定

期
券
・
回
数
券
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
次
の
場
所
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
の
で
利
用
く
だ
さ
い
。

定
期
券

１
か
月
　
４
、
０
０
０
円

�
㈲
富
山
呉
西
ト
ラ
ベ
ル

（
Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
前
ロ
ー
ソ
ン
横
）

�
海
王
交
通
㈱

（
新
湊
庁
舎
向
か
い
）

�
各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー

＊
定
期
券
は
月
初
め
か
ら
月
末
ま

で
の
１
か
月
定
期
券
で
す
。
当

月
分
と
翌
月
分
の
定
期
券
を
取

�
住
宅
用
地
の
申
告
及
び
家

屋
の
取
り
こ
わ
し
の
届
出

は
１
月
１２
日
（金）
ま
で

平
成
１８
年
中
に
、
土
地
の
使
用

状
況
（
用
途
）
を
次
の
よ
う
に
変

更
さ
れ
た
方
、
及
び
家
屋
を
取
り

こ
わ
さ
れ
た
方
は
、
平
成
１９
年
度

の
固
定
資
産
税
額
に
変
更
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

�
住
宅
用
地
の
申
告

・
非
住
宅
用
地
を
住
宅
用
地
と
し

た
場
合

例
１

空
き
地
に
住
宅
を
新
築
し

た
場
合

例
２

店
舗
、
工
場
な
ど
を
住
宅

に
改
築
し
た
場
合

・
住
宅
用
地
を
非
住
宅
用
地
と
し

た
場
合

例
１

住
宅
を
取
り
こ
わ
し
、
駐

車
場
な
ど
に
し
た
場
合

例
２

住
宅
を
取
り
こ
わ
し
、
店

舗
、
工
場
な
ど
を
新
築
し
た

場
合

例
３

住
宅
を
改
築
し
、
店
舗
な

ど
に
し
た
場
合

�
家
屋
の
取
り
こ
わ
し
届
出

・
家
屋
を
取
り
こ
わ
し
、
同
地
で

の
新
た
な
家
屋
の
建
築
が
無
い

場
合

問
合
せ
先

課
税
課（
大
島
庁
舎
）

�
５２
―
７
９
６
１

�
消
火
器
の
訪
問
販
売
に

注
意
！

市
内
に
お
い
て
、
訪
問
販
売
で

市
価
よ
り
も
高
い
消
火
器
を
買
わ

さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
市
や
消
防
署
の
職
員
が

個
人
宅
を
訪
問
し
、
消
火
器
や
住

宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
販
売
を

行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要

で
な
け
れ
ば
、
き
ち
ん
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

万
一
被
害
に
あ
っ
た
場
合
で

も
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

消
費
生
活
相
談

�
５２
―
７
９
７
４

生
活
安
全

課
（
大
島
庁
舎
）
�
５２
―
７
９

６
６

�
１２
月
４
日
〜
１０
日
は

「
人
権
週
間
」

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
基
本
的

人
権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す

る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
と
す
べ
て
の
国
々
と
が
達
成

す
べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
採
択

を
記
念
し
て
、
採
択
日
の
１２
月
１０

日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。法

務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
１２
月
４
日
か
ら
１０
日

ま
で
の
１
週
間
を
人
権
週
間
と
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
毎
月
、
人
権
相

案
　
　
　
内

今月の納税�

ポルトガル語�
困りごと・生活相談�

CONSULTAS DE PROBLEMAS E
SOBRE A VIDA DIARIA

今月の納税�

日時 １２月１８日（月）１４：００～１７：００
場所 射水市役所小杉庁舎２０１会議室

（em portugues）
Data e tempo: 18 de Dezembro（Segunda-feira）

de 14:00 para 17:00
Local: prefeitura de Imizu－Kosugi Chosha

Sala de reuniao－201.

今月の納税�今月の納税�
固 定 資 産 税　第３期
国民健康保険税　第６期
納期限　12月25日

納税は口座振替が便利です！
納税課（�５２－７９６２）または

最寄りの金融機関に問い合わせください。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証
運
行
が
開
始
し
約
１
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
乗
車
さ
れ
ま
し
た
か
？

射
水
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
乗
り
継
ぎ
拠
点
で
乗
り
継
ぐ
こ
と
に

よ
り
市
内
の
全
て
の
場
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
乗
り
継
ぎ
拠
点
と
し
て
①
射
水
市
民
病
院
、
②
Ｊ
Ｒ
小
杉
駅
、

③
Ｊ
Ｒ
越
中
大
門
駅
、④
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
か
ら
乗
り
継
げ
る
路
線
及

び
場
所
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
に
は
、
４
つ
の
路
線
が
接
続
し
て
お

り
、
主
な
行
き
先
と
し
て
次
の
よ
う
な
所
が
あ
り
ま
す
。

⑪
土
合
経
由
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
線

○
Ｊ
Ｒ
越
中
大
門
駅

○
大
門
商
店
街

⑫
大
門
庁
舎
経
由
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
線

○
Ｊ
Ｒ
越
中
大
門
駅

○
大
門
庁
舎

○
パ
ル
ル

○
大
門
総
合
会
館

⑭
枇
杷
首
・
串
田
線

○
Ｊ
Ｒ
越
中
大
門
駅

○
大
門
総
合
会
館

○
大
門
小
・
中
学
校

○
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

○
櫛
田
神
社

○
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
若
草
病
院

⑮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
・
小
杉
駅
線

○
Ｊ
Ｒ
小
杉
駅

○
ア
ル
プ
ラ
ザ
小
杉

○
い
み
ず
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン

○
太
閤
山
小
学
校

○
匠
の
里

今月の納税� 乗っ
て�

遊ん
で�

楽しん
で�

Vol.1

〜
大
門
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ト
ー
〜

問合せ先
生活安全課（大島庁舎）
�５２－７９６６

今月の納税�

平成18年度　交通安全市民大会
交通事故をなくし、「安全で住みよい街」を目指して、「射
水市交通安全市民大会」を開催します。

日　時 １２月９日（土） 午後１時３０分
場　所 小杉文化ホール　ラポール　ひびきホール
入場料 無料
内　容
○交通安全功労者の表彰
○シルバー交通安全川柳募集作品の表彰
○交通安全ポスター・標語・作品の表彰
○アトラクション
【アトラクション出演者】
・射水市交通安全母の会による交通安全寸隙
・小杉東部保育園によるリズム表現
・雷康会による民謡民舞　「越中おわら」他
・富山県警察音楽隊によるドリル演奏

ご来場の皆様にはもれなく粗品をさしあげます。
たくさんのご来場をお待ちしています。

問合せ先 生活安全課（大島庁舎）�５２－７９６６

今月の納税�

射　
水　
市�

（100円
券…

12枚
）�

射水
市生

活安
全課

�

TE
L 0
76
6－�5
2－7
96
6

1,000円�

№�

回�
数�
券�



水道管の冬支度はお済ですか？�

秋の�
叙勲・褒章�
秋の�
叙勲・褒章�
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２００６年秋の叙勲・褒章が発表され、長年
にわたり国家または公共に対し功労のある
方に贈られる旭日小綬章や業務に精励した
方に贈られる黄綬褒章など、市内在住の１３
名の方が受賞されました。

＊氏名（年齢・住居地（旧市町村名））

元新湊市議会議員

吉野　 勉 氏
（70歳・野村（新湊））

昭和５３年に新湊市議会議員
に初当選し、昨年１１月の射水
市誕生まで連続７期務められ
ました。新湊大橋（仮称）の着
工や初代海王丸の誘致など、
地域の基盤整備に力を注がれ
ました。

旭日小綬章

元小杉町教育長 元公立高等学校長

稲葉　茂樹 氏
（74歳・戸破（小杉））

昭和３０年に県立高校教諭と
なり、県教育委員会指導主事、
氷見高校長、高岡高校長など
を歴任され、退職後は、小杉
町教育長として活躍されまし
た。

瑞宝小綬章

元下村議会議員

岩木　和雄 氏
（79歳・白石（下））

昭和４１年に下村議会議員に
初当選し、平成１７年まで１０
期４０年間にわたり務められま
した。市町村合併の協議会委
員としても活躍され、村政の
発展に尽力されました。

旭日双光章

元大門町長 元県理事

田所　 稔 氏
（70歳・二口（大門））

昭和３５年に県職員となり、
港湾課長、理事土木部次長な
どを歴任され、平成８年から
大門町助役、平成１０年からは
大門町長として活躍されまし
た。

瑞宝小綬章

元県警部

今井　想念 氏
（76歳・橋下条（小杉））

４０年余りの勤務のうち、３７
年間捜査係刑事として殺人、
強盗などの強行犯を担当し、
治安維持に貢献されました。

瑞宝双光章 元新湊市消防団副団長

大浦　 勲 氏
（73歳・七美（新湊））

昭和３５年に消防団に入団
し、分団長を経て平成９年か
ら８年間副団長を務め、地域
の防火意識の向上に尽力され
ました。

瑞宝単光章

元射水消防組合消防司令

麻生　清茂 氏
（69歳・土合（大門））

昭和３４年から勤務し、警防
課長時代の平成元年には、全
国に先駆け電話番号地図検索
システムを導入し、消防施設
の整備及び住民の生活安定に
貢献されました。

瑞宝単光章 元県警部補

牛林　正夫 氏
（77歳・太閤山（小杉））

昭和２８年の高岡署を振り出
しに、小杉署、大沢野署、富
山署など、交通畑を中心に勤
務され、交通事故の防止、地
域安全のために貢献されまし
た。

瑞宝単光章

元新湊市消防司令長

佐伯　 豊 氏
（69歳・津幡江（新湊））

３２年間で新湊消防署長など
を歴任し、保育園や婦人会、
小学校の防火クラブを県内で
いち早く立ち上げ、市民の防
火意識の向上に貢献されまし
た。

瑞宝単光章

大門土石社長

石野　秀夫 氏
（77歳・土合（大門））

昭和３０年から土石業に従事
し、庄川水系の土石組合理事
長や県土石業協同組合連合会
副理事長などを歴任し、土石
業会を牽引されています。

黄綬褒章

元県警部補

殿村　悦夫 氏
（76歳・港町（新湊））

新湊署を振り出しに、魚津
署、富山署などで交通畑を中
心に勤務し、昭和４７年のサー
キット族沈静化に力を尽く
し、交通事故の防止、地域安
全のために貢献されました。

瑞宝単光章

和田井木型製作所代表

和田井 満郎 氏
（60歳・本江針山（新湊））

４５年間にわたり木型製造に
携わり、技能五輪の全国大会、
国際大会で優勝するなど、卓
越した技術で精力的に木型製
造に従事されています。

黄綬褒章

新湊信用金庫理事長

磯野　之彦 氏
（63歳・庄西町（新湊））

昭和４２年に新湊信用金庫に
入庫し、富山支店長、常務な
どを歴任し、３９年間にわたり
地域経済を金融面で下支えさ
れています。

冬季間は、水道の凍結事故が頻繁に起こります。
水道管が凍結すると、水が出なくなるだけでなく、破裂して周囲が水浸しにな
ることがあります。メーター器以降の配管修理は自己負担となり、多くの費用が
かかることもあります。水道管の冬支度を済ませ、安心して冬を過ごしましょう。

問合せ先 上水道工務課（布目庁舎）�８４－９６４５

黄綬褒章

気温がマイナス４℃以下になると、防寒
の不完全な水道管は凍ったり、破裂した
りします。特に危ないのは、次のような
水道管です。
①むき出しになっている水道管
②北側にある水道管
③風当たりの強い所にある水道管

夜の冷え込みに注意を
保温材を巻きます。蛇口が破裂しやすいので、上
まで完全に包んでください。手近な保温材として
は、布、発泡スチロールなどがあります。その上
からビニールテープなどを巻きます。保温材は、
ぬれないようにしてください。また、水抜き栓が
ある場合、水を使用しない深夜などは、水を抜い
ておくよう心がけましょう。

防寒の仕方

自然に解けるのを待つか、タオルを
かぶせ、その上からゆっくりとぬる
ま湯をかけて融かします。熱湯をか
けると破裂することがあるので、絶
対にしないでください。

凍って水が出ない時は
まず、止水栓（元栓）を締めて水を止めてく
ださい。水が止まらない場合は、破裂した部
分に布かテープをしっかり巻きつけて応急手
当をし、最寄りの指定給水装置工事事業者に
修理を依頼してください。

水道管が破裂した時は



小杉文化ホール　ラポール� TEL 56-1515

新湊中央文化会館� TEL 82-8400

新湊中央文化会館・小杉文化ホールからのお知らせ�

ラポールクリスマスコンサート

ラポールに集う音楽サークルが贈るクリスマスコンサート。歌あり、オペレッタありで趣向を凝らした
ステージでみなさんをお迎えします。お子さんからお年寄りまで楽しめる素敵なコンサートです。

１２月２９日（金）～１月３日（水）まで、年末年始休館させていただきます。
ご理解とご協力をお願いいたします。

12月23日（土・祝）ひびきホール　午後2時開演
内容　○音楽のステージ

ラポールヴィヴァーチェ（女声コーラス）
ＧＯＵｙ－Ｇｉ（アフリカンパーカッション）

○オペレッタ「アラジンとまほうのランプ」
《出演》ラ・フォレスタ・デル・カント

ラポールコーラス

大島絵本館� TEL 52-6780

陶房「匠の里」� TEL 54-1201

新湊博物館� TEL 83-0800

１２月の休館日＝４日、１１日、１８日、２５日、２８日～１月４日

１２月の休館日＝５日、１２日、１９日、２５日、２６日、２８日～１月４日

１２月の休館日＝１８日
http://www5.ocn.ne.jp/̃chubun/

１２月の休館日＝５日、１２日、１９日、２５日～１月４日

今年のクリスマスは、楽しい人形劇とクリスマスソ
ングですてきなイヴを過ごしませんか。プレゼントも
あります。

絵本館のクリスマス

“福を呼ぶ 干支の絵馬”
陶 芸 教 室

企画展「－ステンドグラス・光と造形－大伴二三彌 展」

モーツァルト生誕250年
プラス１コンサート

もうすぐ新年、新しい年に願いを込めて“えとの絵馬”をつくり
ましょう。
今回はストラップとして使える小さな絵馬も作ります。２００７年も

皆さんに幸が訪れますように！

射水市出身のステンドグラス作家　故大伴
二三彌氏（１９２１年～２００６年）の遺作展を開
催しています。
故大伴氏の作品は、富山県内各地で見るこ

とができます。市内では、神楽橋、花見橋の
ランカンを飾るほか、新湊中央文化会館の天
井や、新湊農業環境改善センター、新湊高等
学校で見ることができます。
また、富山市議会エントランスホール、高

岡市ふれあい福祉センターの壁面にも取り入れられています。
博物館の展示と合わせてご覧いただき、自然光でさまざまな表情を映し出すステ

ンドグラスの魅力を堪能されてはいかがでしょうか。 花見橋

広報�2006.12 32広報� 2006.1233

１２月の休館日＝５日、１２日、１９日、２６日
http://www.hitwave.or.jp/rapport/

今年は、モーツァルト生誕２５０年。モーツアルトの初の演奏会が開かれた１月４日を記念して演奏会を行い
ます。
プラス１のとおり、今以上に良いものを皆さんにお届けしたいと考えています。
ニューポートクワイア合唱団員募集！初心者の方も大歓迎です。申し込みは新湊中央文化会館まで。

演　　奏 大阪チェンバーオーケストラ
ソリスト ソプラノ　金 川 睦 美　　アルト　横町あゆみ

テノール　井 沢 章 典　　バ　ス　山 本 一 誠
合　　唱 ニューポートクワイア

平成19年1月13日（土）午後1時開場　午後1時30分開演
入場料　全席自由　3,000円（当日　3,500円）

12月10日（日）または、11日（月）
午前9時30分～12時

12月24日（日）まで

定　　員　各10名
受 講 料　1,000円
申込方法　電話にて申し込み（先着順）
申込締切　12月9日（土）

12月24日（日）午後2時～3時30分
出　演　絵本コロアルカディア合唱団

人形劇団ショコラ

前売券　大　　人 1,500円
小中学生　　600円

12月27日（水）まで
おおしま手づくり絵本コンクール2006入賞作品展

全国からよせられた、７６４点の作品の中から選ばれた入賞作品をご覧ください。

1月30日（火）まで
展示絵本
「こぶたのブルトン・

ふゆはスキー」他

市居みか絵本原画展

花見橋ランカン原画（大伴二三彌作）

好評発売
中！！

入場無料

ラポール
ニューイヤーコンサート
2007

新年恒例となりましたニューイヤーコンサート。今回は真琴会とオーケストラ・アンサンブル金沢による邦
楽と洋楽のコラボレーション。筝曲のオーケストレーションで新春に相応しい「春の海」などをお贈りします。
ウィーンの春に負けない射水の春をご堪能ください。

平成19年1月8日（月・祝）
午後1時30分開場　午後2時開演

入場料　全席自由　3,500円
（18歳未満 1,800円）

※平成18年度メンバー及び選択されたクラブ会員は
口数招待します。

指　　揮 ルドヴィーク・モルロー
ソプラノ ジョアナ・ゲドミンタイテ
チ ェ ロ 遠 藤 真 理
筝　　曲 真琴会（射水市太閤山）

好評発売
中！！

ニューポートクワイア
合唱団員募集！
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人　口
９５,００９人（＋５１）

男　性
４５,９１７人（＋１９）

女　性
４９,０９２人（＋３２）

世帯数
３０,６０１世帯（＋５１）

＊市内在住の方にコラムを連載していただいています。

平成18年11月1日現在　※（ ）内は前月比

射水市代表電話

�0766－57－1300

小杉の冬を華やかに演出するロマンチックなイベン

ト「ツゥインクルナイトｉｎ小杉」の季節がやってき

ました。

ＪＲ小杉駅前や下条川河川公園、駅南広場にはオブ

ジェが設置され、下条川沿いの桜にはイルミネーショ

ンが輝き、その光が川面に映し出され幻想的な雰囲気

を醸し出します。

毎年、元旦の朝、加茂神社では、全国で数少ない民族的行事「魚の読みあげ」が新年慶賀祭として行われます。

本殿で祝詞が始まると、読みあげ役が１匹ずつ鰤をささげ上げ、各地区の名を読みあげます。村の氏子たちは、

「鰤の読みあげ」と呼び、この行事が終わると氏子の全戸に鰤の切り身と鏡餅が配られます。それを家族で取り

分けて、１年の無病息災を祈願するのが習わしとなっています。

コミュニティバスを利用の場合

⑧新湊・ＪＲ呉羽線

｢ＪＡ下村支店前｣下車　徒歩５分

⑲小杉駅・足洗線

｢ＪＡ下村支店前｣下車　徒歩５分

⑳小杉駅・下庁舎線

｢下村パークゴルフ場口｣下車　徒歩１分

鰤分け神事

イルミネーションが夜空を彩る

ツゥインクルナイトin小杉

鰤分け神事

イルミネーションが夜空を彩る

ツゥインクルナイトin小杉

日　　時 平成１９年１月１日（祝）午前１０時～

場　　所 加茂神社（下地区）

アクセス 射水市役所下庁舎から徒歩５分

問合せ先 観光振興課　 ８２－１９５８

期　　間 １２月１日（金）～１月３１日（水）

点灯時間 午後５時～１０時


